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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
石
油
事
業
の
護
生
は
一
九
世
紀
の
六

0
年
代
に
始
ま
り
、
そ
の
歴
史
は
比
較
的
浅
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
護
展
の
時

期
が
あ
た
か
も
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
濁
占
資
本
の
形
成
期
に
相
醸
し
、
ま
た
初
期
に
お
け
る
石
油
が
落
大
な
圏
内
市
場
の
み
な
ら
ず
、
圏
外

市
場
を
も
劃
象
と
し
た
ほ
と
ん
ど
濁
占
的
商
品
で
あ
っ
た
こ
と
と
は
、
あ
わ
せ
て
石
油
事
業
の
占
め
ゐ
地
位
を
決
定
し
士
。
こ
の
集
中
運
動

の
先
頭
に
立
っ
た
も
の
は
、
つ
ね
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
で
あ
り
、
僅
九
三
寸
三

O
年
ほ
ど
の
問
に
、
他
に
類
例
必
見
な
い
ほ
ど
の

E
大
な

濁
占
鵠
ぞ
築
き
あ
げ
た
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
企
業
形
態
は
)
し
ば
し
ば
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
他
の
潤
占
曜
の
追
従

す
る
と
こ
ろ
と
な
つ
に
。
こ
の
賠
に
お
い
て
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
の
集
中
過
程
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
0

ア
ー
ル
か
ら
ト
ラ
ス
ト
島
経
て

持
株
合
一
世
に
い
た
る
犬
支
配
組
織
の
護
達
史
を
一
不
す
も
の
と
も
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

一、

た。
石
油
王
業
は
南
北
戦
争
以
前
の
一
八
五
九
年
に
、
ペ
ン
シ
ル
グ
ア
ニ
ア
州
の
一
プ
イ
ツ
ツ
ス
ヴ
ィ
ル
昌
吉
田
品
目
。
で
石
油
が
護
見
さ
れ
た
こ

と
に
始
ま
る
。
一
二
年
後
の
一
八
六
二
年
に
J
・D
-
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
、
オ
ハ
イ
オ
州
ク
リ
ー
グ
-
フ
ン
ド
の
精
油
業
に
四
千
弗
そ
投
資
し

一
八
六
五
年

s
-
ア
ン
ド
リ
ュ
ク
ス
お
よ
び

w
-
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
と
協
同
し
て
新
精
油
舎
祉
問

R
E
o
-
-
2
m
E
E骨
号
由
を
作

一
八
六
七
年

s
-
v
a
ハ
l
ク
ネ
ス
、

一
八
七

O
年
六
月
全
舎
枇

-109-

り
、
さ
ら
じ
紐
育
に
本
撮
ぞ
も
つ
販
賀
代
理
庖
J

問
。
良
件
。
ロ

2
山口門凶の
O
宙
開
)
山
口
吋
を
組
織
し
た
o

H

・M
-
フ
レ
]
グ
ラ
!
と
結
合
し
て
、
阿
川
。
島
民
O
H
H
o
p
k
rロ円山
5
4司
由
山
口
門
同
包
括

-2
な
る
新
合
祉
と
な
っ
た
。

を
一
一
世
に
結
合
し
て
辺
山
口
。
自
己
O
口
。
。
BUmwa
ぇ
ozo
が
百
万
弗
の
資
本
で
組
織
さ
れ
に
。
営
時
同
一
位
は
大
精
泊
中
心
地
ク
リ
ー
グ
ラ

ン
ド
に
お
け
る
最
大
の
合
祉
と
な
り
、
ク
リ

i
グ
ラ
ン
ド
の
二
六
精
油
所
の
日
産
一

O
、
0
0
0
l
一一
j

一、

0
0
0
バ
レ
ル
中
一
、
五

0
0

註
一

バ
レ
ル
を
生
産
し
て
い
亡
。
し
か
し
、
一
八
七

O
年
に
お
け
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
は
、
石
油
護
見
以
来
の
一

0
年
間
に
無
か
ら
護
展
し
に

数
個
の
大
精
油
所
の
一
つ
に
す
ぎ
ず
)
そ
の
精
油
生
産
高
に
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
純
生
産
高
の
一
小
部
分
身
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、

そ
の
将
来
は
ク
リ
ー
グ
ラ
ン
ド
、
石
油
地
方

O
口
問
σ柱
。
ロ
タ
ピ
ヅ
ツ
パ

l
ク
そ
の
他
に
お
け
る
他
の
大
精
油
所
以
上
に
保
設
さ
れ
て
い
た
わ

経
済
的
常
研
究



ア
メ
リ
一
カ
に
お
け
る
お
州
側
術
立
慌
の
集
中

録
E滋

け
で
は
な
か
っ

諮
…
吋
町
民

Z
F
叫，

F
持
活
問
仲
々
々
え

ω仲田口安
E

Oロ
訟
法
苦
渋
同
二
屯
N
P
S
H
'
M
W
制

Y
A喝・

詮
一
ベ
閉
山
岳
部
閥
均
知
戸
内
山
の
己
町
内
ダ
、
吋
吉
田
門
誌
え
の
OGC320HH]V8ぴ
同
時
間
的

W
3
3
u
H
Y
浅
¥

ヴ
ブ
タ
ン
ダ

l
ド
の
初
期
の
集
中
に
と
り
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
ち
の
は

m
w
O
尽
V
H
自
言
。
gHH凶作三

日
吉
阿
見

Y
E
M℃
M10司
会
話
E
C
O
S
S一
吋
が
一
一
茂
氏
。
万
弗
の
資
本
や
も
っ
て
、
ペ
ン
シ
ル
グ
プ
ニ
ア
対
で
設
立
さ

グ
ラ
ン
ド
と
ど
ツ
ツ
パ

i
ク
の
若
子
の
精
油
業
者
に
よ
っ
て
主
持
さ
れ
た
同
社
は
、
ス
タ
ン
ダ

i
ド
石
油
仰
グ
ル
ー
プ
に
支
配
さ

量
の
総
経
伝
競
還
に
興
え
る
か
わ
り
に
も
特
別
出
の
議
設
タ
な
わ
ち
需
拡
以
外
の
も
の
じ
比
し
透
か

し
に
が
っ
て
.
瀧
干
の
糠
油
業
者
会
総
合
し
も
そ
の
結
集
し
た
務
治
能
力
沿
も
っ
て
る

、
織
道
の
保
諮
に
よ
っ
て
石
油
事
業
そ
支
配
せ
ん
と
寸
る
も
の
で
あ
っ あ

っ
た
。

月

主
と
し
て
、
ク
ヮ
!

同
社

の
お
も

そ
の
取
扱
う

取
引
す
る
こ

横
道
と
の
契
約
が
縫
っ
た
。
続
育
セ
ン
ト
ラ
わ
え

ら
三
大
職
活
と
契
約
冶
結
び
、
そ
の

し

加コ二

リ

ペ
ン
シ
ル
グ
ア
ニ
ア
の

-110 

あ
っ

透
谷
保
殺
せ
し
め
♂
ゅ
の
た
め
の
組
織
で

地
中
心
地
お

ば
な
ら
ぬ
》

つ
い
て
の
割
引
与
問
…
慌
に
輿
決
ね

れ

た

。

さ

ら

に

持

契

約

に

お

い

て

ゐ

篠

項

は

、

れ

る

わ

ら

ゆ

る

羽

油

の

議

選

般

は

‘

に
提
出
し
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
法
‘
委
託
者
の
氏
名
J

積
出
場
所
.

受
諾
者
の
氏
名
事
務
出
先
を
示
す
こ

で
の
金
石
治
の

定
の
比
率
守
分
割
し

か
ら
の
割
引
、

W
O
ベ
き
袈
口
聞
の

は
そ
の
有
利
な
契
約
そ
も
っ
て
も
、

mzaHMH同
HM努
2
0
5
3叶
CCHHH匂
給

与

…
識
者
の
大
部
分
は
一
一
…
ん
ノ
月
以
討
に
倒
れ
た
。
ぃ
ハ
の
精
油
践
の
う
ち
も
少
く
と
も
二
一
は
ス
タ
ン

ス
タ
ン
ダ

i
ド
現
地
紘
一
日
の
原
油
議
綴
能
力
約
一
、

よ
っ
て
武
披
レ
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
の
戚
鱗
と
職
安
と

身
J パ翼
ν り
ノレ

士曾
ユた

、伊

、縛-

パ
レ
ル
在
、
壁
か
一
一
一
グ
月
以
内
に
一

O
、

、、



、、
、

諮

問

れ
に
よ
り
、
同
世
は
一
躍
全
閣
の
弘
以
上
の
精
油
能
力
に
引
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
に
。

註
一

ω
o丘町
H
H
B
H
v
g
g
B
B
H
の
OBM)出
口
可
の
一
O
O
弗
株
一
一
、
0
0
0
の
内
謬
は
別
表
の
ご
と
し
。

同
枇
に
針
ず
る
ス
タ

γ
ダ

1
ド
石
油
の
持
分
は
、
支
四
O
株
で
あ
っ
た
口
町
1
1
1
1

-
制
笹

が
、
間
も
な
く
。
・
国
・
司
出
可
H
5
と
M
-
k
r
・
図
。
件
当
日
口
付
、
か
、
ス
タ
V
J

ダ
1
ド

一

一

山

叩

m
m

石
油
の
株
主
と
な
っ
た
の
で
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
は
全
陛
の
九
O
O
株
を
一

有
し
そ
の
支
配
躍
を
揮
っ
た
。
し
か
し
、
以
上
二
二
人
の
精
油
業
者
は
一
八
一
ノ

七
二
年
の
仙
閉
め
に
は
合
衆
国
精
油
業
の

1
/
刊
以
上
そ
支
配
し
て
い
な
か
っ
ま
一
ノ

「

ノ

一

t

た
。
人
王
国
精
油
能
力
日
一
底
的
四
五
、
O
G
0
バ
レ
ル
(
四
五
、
G
O
O
-
五
持
一
一
回

。
、
0
0
0
パ
レ
凡
と
い
わ
れ
た
)
の
う
ち
、

m
c
E
H
3
8
4
3
2
竺

坤

時

出

凶

Q
S宮
司
の
全
株
主
の
精
油
能
力
は
四
、
六
O
O
パ
レ
凡
以
上
で
は
な
か
合
一

h

p

p

凶

グ

w

m

t

一
h

抗

っ
た
o

(

、吋回忌日
H
F
5
5・u

U

H

y

u

ω

1

3

)

n

一
P

P

N

C

巴

一

註
三
宮
ロ
目
的
u

、Hd}局、
H
4
2
2
M
v
gぴ
ぽ
日
目
ロ

S
目
白
丘
ぽ
仏

ω
E
5
3
N∞w
m

〆

一

，

，

，

，

，

h

，
h

一

g

k

e

u
H
Y
A
3
u
u
・

、

nu

一

t

n

l

u

m
p
-

町

・

n

白

色

註
三
ス
タ
シ
ダ
l

j
石
油
命
日
祉
は
グ
リ
ー
グ
ラ
シ
ド
の
一
一
六
の
精
油
業
者
と

h

一
w

n

抑

蜘

附

加

昭

叩

耐

一

e
山

峠

耐

個
々
的
に
交
渉
し
、

ω
o口
径

H
B
H
M
g
g
s
m尽
の
OBHU白
ミ
に
つ
き
設
珂
し
、
尚
一
日
伊

U

U

S

M

-

m
山

岡

m
d
R
蜘

恥

2
yダ
1
1
の
株
式
ま
た
は
現
金
(
特
に
株
式
)
と
引
換
え
に
、
引
の
精
加
一

m
L山

R

m

吋

川

w

w

f

h

m

h

玖

泊
事
業
の
譲
渡
を
申
入
れ
た
。
こ
の
申
入
れ
を
括
ん
だ
も
の
も
い
た
が
、
こ
一
山

P

加

副

伽

G

R

E

M

E

山

ム

加

i

一
m
m札
vM
白

目

w
n
u
R
E
n
u
W
J
l
h

れ
に
到
し
て
は
そ
の
無
盆
な
る
こ
と
を
設
会
、
こ
れ
に
底
じ
な
い
と
き
は
路
一

1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
i
l
l
l
i
-
-
1
1
1
1

賢
に
粉
枠
す
る
旨
を
俸
え
た
。
(
、
叶
白
吋
ぴ
冊
目
Y
B
E
J
0・
8)@
ス
タ
ゾ
ダ
I
、
ト
に
反
釣
し
た
と
巾
何
回
口
弘
叩
♂

ω
g片山
mwE
同
ロ
色
。
。
B
勺
白
口
一
可
の
場
合
は
、
敗

北
後
そ
の
資
本
倒
値
一
五
O
、
0
0
0
弗
の
も
の
が
、
約
六
五
、
0
0
0
弗
(
そ
の
債
依
の
四
O
な
い
し
五
五
%
)
で
買
い
と
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

(
E
P
L
Y
S
)
ま
た
一
八
六
九
年
に
創
業
し
、
蛍
時
三
O
%
の
牧
銭
を
あ
げ
て
い
た
出
国
ロ
ロ

P
出回目
F
E
m
gロ
自
己
の
OB]USM-
の
場
合
も
、
ス
タ
シ
ダ

ー
ド
の
申
入
れ
を
拒
否
し
た
が
結
局
身
安
り
し
た
。
そ
の
工
場
に
は
す
で
に
七
五
、
0
0
0
弗
が
投
資
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
年
平
均
三
O
%
が
治
加
技

資
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
ス
タ
シ
ダ
1
ド
の
鑑
定
人
に
よ
っ
て
四
五
、
0
0
0
弗
と
評
債
さ
れ
、
今
分
以
下
の
倒
値
で
買
い
と
ら
れ
た
o
Q
E
F
H
)・
令
)

註
四
寸
同
吋
Um--Lσ
出

u
u
u・ミ
1
2
・

経
済
副
学
研
究

10 

100 
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， Phi1adephia 
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， Clev巴land
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F 
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ア
メ
ヲ
カ
に
お
け
る

。
集
中

m
山
oaFH話
M
M
W

・0
5
2
0己
の
0
5吉
川
凶
吋
と
棋
道
と
の
契
約
に
石
油
生
産
者
は
猛
器
に

げ
る
こ
と
、

muayH日
目
録
。
4
作
自
め
添
付
吉
田
匂
き
可
の
十

そ

で、

汚

号
c 
cも
.:: 
ヨ
トマ
多聞三

C 
p.. 

。5
3芝
F寸
Cゴ
の中

る
こ
と
‘

み
こ
?
と
、
意
該
畿
道
身
、
ぶ
イ
コ
ヴ
ト
す
ヲ
の
こ
と
、

ま
た
ま
三
ぴ
阿
忠
一
℃
5

2

5

8け
の
CHHMMMω
ミ
の
特
許
ハ
HFmH
民

寄

る

に

jきと
16 蓮
昌悲
と 2室
。〉吋

繋ぎ
~;、l::l

7長寝
耳又 塗
j符

つ

こ
の

し

一
八
七

月
畿
道
は

Eb式
に

2
9
E
3
5
2え

大
。
し
か
し
、

ま
に
四
月
に
は
ペ
ン
シ
ル
グ
ア
ニ
ア

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
引
っ
問
、
念
特
別
の
慈
の

お

O
己
Y
H
H
H
6
5
4
m
w
g
h銭
円
。
C
5日
出
口
日
明
の
特
許
ぞ
取
滑
じ

の
主
史
認
可
狩
締
油
業
者
会
守
合
み
、

mOMM仲
Y
H
H
H
6
5
5白内山内凶件。。同
H
G
銭
円
弓
の
崩
壊
じ
ょ
っ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
捻
尖
の
プ
一
ア
ン
に
と
り
か
か
っ
た
。

入
管
然
緩
精
油
開
河
内
者
の
お
そ
包
合
一
す
る

M
m
H
Sローか
M

M

W

え円
3
2
R
h
gき
の
山
氏
窓
口
が
結
成
さ
れ
に
。
そ

生
漆
割
営
、

一
八
七
二
年
八
月
多
数
(

際
油
購
入
、
総
器
調
捻
在
行
わ
ん
と
し

の
石
油
生
護
者
に
大
恐
慌
や
き
に
さ

HVAWRC窓口
H
H
H
M
V
5含
の
42ペ〉研一国
O
三
注
目
。
ロ
の
掲
示
の
も
と
で
二
ハ
タ
月
間

ド
リ
ル
は
停
止
さ
れ
、
さ
ら
心
一
一
…

0
日
間
の
閉
鎖
b
f
行
つ
記
。
一
つ
月
末
じ
ま
可
O
H
O
-
H
S
H
W
C仏
民
話
吋
m
v
h
rぬ
き
の
句
伝
説
対
し
た
。
こ
の

〉
山
花
ロ
ミ
の
ブ
タ
ン
は
百
万
弗
の
渉
入
品
開
枇
と
し
、
そ
の
株
式
は
生
産
関
係
者
に
よ
っ
て
の
み
一
引
受
け
ら
れ
ら
ゆ
い
と
，
ま
に
構
成
員
の

で
銭
入
す
る
こ
と
、
し
か
ら
ざ
る
と
き
は
〉
ぬ
告
の
時
の
建
設
す
ゐ
タ
ン
ク
に
石
油
を
前
賊
し
も

つ
に
。
こ
れ
に
よ
っ

こ
の

-112 

…
パ
…
v

ル
少
く
と
も

そ
の
療
格

の
一
部
は
タ
ン
ク

に
て
支
持
う
こ
と
‘
か
く
る
一
石
油
や
支
配
す
る
こ
と
に
よ
う
〉
ぬ

8
4
は
最
も
惑
い
金

具
つ
元
地
方
の
料
市
中
向
島
均
等
化
し
、
精
油
業
者
と
輸
出
業
者
と
や
ス
ト
ッ
ク
の
累
積
か
ら
防
止
し
、
石

油
の
結
措
沿
防
止
す
る
こ
と
や
}
期
待
し
た
J

こ
の
早
急
漏
れ
ぬ
え
九
M
m
窓
口
品
の
お
現
は
、
ス
タ
ン
ダ

i
ド
石
油
J

グ
ル
ー
プ
の
支
配
に
と
り
議

大

な

脅

威

と

な

っ

た

。

一

…

月

始

め

一

百

万

弗

の

れ

た

直

後

J
-
Z
4
ケ
V

テ
ィ
の
ス
タ
ン
ダ

i
ド
の
伐

理
底
は

k
v
m
W
H
M
3
に

一

バ

レ

ル

問

問

。

じ

し

か

し

生

謀

者

の

側

に

は

問

問

難

、

が

あ

っ

の

川
引
受
け
ら
れ
た
w

でムハ

J
C
0
0
バ
レ
ル
の
注
文
h
q
強
し



ゾ
Jレ

ち
か
L

わ
ら
ず
、

。
議
行
中
の
多
数
の
油
井
が
こ
の
期
間
中
に

つ

大。

関
繍
慨
は
よ
り
禁
生
箆
φ

管
制
践
し
寄

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
に
。
か
れ
ら
の
タ
ン
ク
は
溢
れ
て
お
り
、
免
震
に
悩
ん
で
い

れ
十
円
ほ
ど
ス
ト
ッ
夕
、
ぞ
減
少
さ
せ
な
か
っ

れ
に
石
油
ぞ
氷

パ
レ
ル
の

一
十
九
弗
で

主
な。
m占 ω

は 'C

52モ
ぬ S'ゴ
。 ~ι一門.
なL 月
〉に
翠安

号協
弓¥が
6・成
ロ立
のし).. p.晶

!あ需
-0，口、

0
0
、

は

360き
の
号
、
〉
護
主
的
丸
山
C
口
の
e
A
W
一
肢
か
ら
の
.
み
貿
わ
ね
ば
な
ら

し
か
し

.
Mの
契
約
に
署
名
し

白
川
口
丸
山
む
お
は
地
問
燥
す
ゅ
の
こ
と
与
し

設
五た

。

こ

の

二

0
0
、
0
0
0
バ
レ
ル
の
割
常
に

~'fJ 
a脅
え符
持 苦言子

立i治
〉業
事者
o 0) 
E同
庁関
μ は
石
11誌
の
写i
耳え
り

一… 

夕
刊
バ
の
努
力
の
後
、

生
産
制
限
と
額
格
統
制
や
遵
守
し
な
か
っ

グ
ヲ
グ

i
ラ
ン
ド
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

終
っ
た
2
6
R

し
か
し
な
が
ら
同
丸
山
活
言
語
句
人
〆
窃
O
O
W
付
窓
口
の

内
部

ち

主意
宗カt
~.あ

ち'-0
口、fこ

ふ

れ

つ
い
に
一
八
七
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お
全
国
務
泊
能
力
の
出
身
支
配
し

一
五
%
に
現
下
げ
、

の
蓄
積

旬
。
口
問
的
地
-
ぴ
日
仏

-wu・u
u
・

一
山
ぴ
ぶ
ぷ
M
Y
U
ケ

詮
三
一
八
七
二
年
八
月
の
原
油
一
や
的
刷
協
め
燃
は
・
間
一
七
九
兆

れ
一
し
い
た
。
今
や
一
一
一
絡
め
町
原
油
抑
制
絡
d
h
近
い
と
、
一
一
↓
弗
で
は
1

X
ト

-
凶
ご
げ
戸
北
町
〉
た
。
こ
の
俄
絡
は

節
約
し

般
に
は
銭
乏
般
的
仰
と
考
え
ら

一

仁

も

、

滋

格



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
白
石
油
事
業
の
集
中

で
生
産
し
う
る
生
在
者
は
小
数
で
あ
っ
た
。

註
四

H
，

R
Zロ
目
立
p
v
H
U
-
-
M

口・

註
五
号
日
仏
よ
℃
℃
-
H
M凶
l
l
-
N
?

註
六
日
E
P
W
u
-
-
M吋
・

註
七
日
σ広
J

H

U

・ロ∞・

(鎌。岡
吋z 
0' 

p.. 

℃ 
町コ

ト、コ

以
上
の
プ
ー
ル
協
定
に
破
れ
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
合
枇
は
、
よ
択
の
計
主
と
し
て
そ
の
影
響
範
閏
を
描
大
す
る
こ
と
と
し
亡
。

年
の
夏

mo丘日
V
H
B
H
U
5
2
5
8件。
0
5宮
ロ
リ
二
百
時
の
同
盟
者
に
る
フ
ィ
ラ
、
-
テ
ル
ブ
ィ
ア
の
ヨ

m
E
o
p
司
自
宅
何
百
円
同

(UOBUS吋
と
ピ
ツ
ツ
パ

ー
ク
の
の
宮
門
戸

g
F。
存
冨
込
山
口
件
。
cBumHd
の
精
油
所
在
、

一λ
七
四

同
様
の
手
段
で
雨

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
の
株
式
と
交
換
に
譲
渡
せ
し
め
亡
。

枇
附
近
の
精
油
所
在
も
吸
収
し
に
。
そ
の
同
盟
は
巌
秘
に
附
さ
れ
、
各
合
同
社
は
そ
れ
ぞ
れ
の
名
儀
で
機
能
し
た
。
同
年
一

O
月
他
の
重
要
な

合
祉
に
る
紐
育
の
の
げ
白
川
町
田
甲
山
洋
自
己
の

05Hum与
の
購
入
に
も
成
功
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
j
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
は
。
山
口

B
R
や

除
き
、
そ
の
支
配
の
地
に
る
ク
リ
ー
グ
ラ
ン
ド
と
そ
の
他
の
三
大
精
油
中
心
地
に
お
い
て
最
も
成
功
的
な
同
盟
者
を
え
た
。
こ
れ
ら
の
購
入

身
賄
う
た
め
に
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
の
株
式
は
一
八
七
五
年
三
月
三
百
五

O
万
弗
に
増
資
さ
れ
た
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
の
そ
の
後
の
集

中
は
‘
一
八
七
五
年
三
月
有
名
な
同
盟
士
る
の

B
可
包
〉
回
国

O
O
E芯
D
O片
岡
阿
丸
山
口
向
田
ハ
合
長
J

・D
-
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
)
に
よ
っ
て
促
進

さ
れ
た
。
こ
の
閤
髄
は
次
の
方
法
を
も
っ
て
濁
立
精
油
業
者
に
臨
ん
だ
。
精
油
業
者
に
し
て
一
定
月
間
山
門
日
目
。
町
田
。
口
容
由
そ
の
工
場
ぞ

krgong日
OD
に
賃
貸
宮
山
田
σ
す
る
な
ら
ば
、
新
合
祉
の
株
式
に
臨
募
す
る
こ
と
冶
許
さ
れ
b
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
て
、
そ
の
構
成
員
は
自

己
の
精
油
所
在
謹
聴
す
る
こ
と
。

t
y
L
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
に
は
‘
そ
の
生
産
量
の
決
定
、
金
原
油
の
購
買
、
精
油
の
販
買
、
儲
道
お
よ

び
パ
イ
プ
フ
イ
ン
の

v
l
ト
を
商
議
す
る
愛
一
史
し
え
ざ
る
権
眼
目

5
5
8
σ
-
o
E
F
O再
ア
生
胤
(
え
る
こ
と
を
規
定
し
た
ω
一
一
こ
れ
は
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
が
支
配
せ
ん
と
す
る
合
祉
に
接
近
す
る
強
力
な
手
段
と
な
つ
に
。
主
要
な
精
油
業
者
の
獲
得
が
完
成
ず
る
や
、
各
精
油
中
心
地

-ogo
や
吸
牧
ぞ
拒
ん
充
ち

114-

の
全
精
油
ア
ワ
ト
サ
イ
ダ
ー
へ
の
侵
出
が
始
ま
つ
に
。
そ
れ
は
可
能
な
か
ぎ
り
勧
告
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
が
、

の
に
封
し
て
は
塵
力
を
も
っ
て
臨
ん
だ
。
す
な
わ
ち
、
競
争
者
の
市
場
在
破
壊
す
る
世
債
格
職
、
石
油
の
入
芋
ぞ
困
難
な
ら
し
め
る
輸
送
の



室
、
輪
選
率
の
引
受
の
引
延
し
等
の
方
法
が
と
ら
れ
、
結
局
吸
牧
か

-32余
儀
な
く
せ
し
色
。

で
は
な
か
っ
た
。
積
出
業
者
田
町
ぢ
℃
日
に
も
座
迫
が
加
え
ら
れ
た
。

タ
ン
ダ

l
ド
の
集
中
に
と
っ
て
有
利
な
も
の
と
な
っ
た
。

吸
牧
さ
れ
た
の
は
精
油
業
者
の
み

そ
の
最
大
の
も
の
は
〉
仏
ロ

ω
p
z
a
g円
円
で
あ
り
、
同
祉
の
獲
得
は
ス

そ
の
結
果
同
一
世
か
ら
原
油
沿
購
入
し
て
い
に
精
油
業
者
、
々
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
系
の

バ
イ
ヤ
ー
に
依
存
せ
し
め
た
。
こ
れ
は

2
2
0
や
吸
牧
の
最
初
の
段
階
と
な
っ
た
。
「
あ
ら
ゆ
る
黙
で
精
油
業
者
に
そ
の
原
料
の
入
手
を
困

計
四

難
な
ら
し
め
る
こ
と
は
.
企
業
結
合
の
常
会
手
段
の
一
つ
で
あ
つ
に
。
」
全
園
の
あ
ら
ゆ
る
精
油
中
心
地
に
お
い
て
勅
告
.
威
嚇
ま
た
は
貫

力
に
よ
る
惑
理
の
過
程
が
進
め
ら
れ
た
。
か
く
て
、
こ
の
闇
膿
の
形
成
に
よ
っ
て
調
立
業
者
は
急
激
に
減
少
し
た
。
そ

φ
結
旧
来
三
年
な
い
し

四
年
以
内
に
、
ペ
ン
シ
ル
グ
ア
ニ
ア
北
西
部
お
よ
び
石
油
地
方
の
全
精
油
業
者
は
業
界
か
ら
姿
を
治
す
か
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
吸
牧
さ
れ
る

か
し
士
。
多
く
の
場
合
、
一
出
力
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
こ
れ
ら
の
合
併
の
結
果
‘
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
合
枇
と
そ
の
同
盟
者
は
、
一
八
七

九
年
ま
で
に
ア
メ
リ
カ
精
油
能
力
の
九
五
%
を
獲
得
し
.
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
ト
ラ
ス
ト
在
結
成
し
た
。
こ
れ
は
後
に
一
八
八
二
年
改
正
さ

計
五

れ
補
強
さ
れ
た
σ

f

'

註

一

リ

1

プ
マ

γ
は
こ
の
同
盟
ぞ
、
制
乙
の
ラ
イ
シ
ウ
エ
ス
ト
ア
ァ

l
レ

γ
石
炭
シ
シ
ジ
ケ
l
ト
に
扱
し
て
い
る
。
(
目
白
宮
田

E
w
F
E】凹
E
5
5仏

出
口
即
日
目
2
5
m由
民

m
z
-
Z岳
民
芯
♂
甲
山
王
宮
内
E
m
m
L
己
ご
ω
・M
M凶
)

註
二
，
吋
R
Z
F
吉

pus-食
品
叩
・

註
コ
一
石
油
地
方
に
お
い
て
は
、
樹
立
精
油
業
者
を
吸
放
す
る
た
め
に
、
テ
イ
ッ
ヲ
ス
グ
ィ
ル
に
あ
る
ス
タ
γ
ダ
1
ド
来
の
〉
口
出
叩
O
H
-
C
O
S
S旬
が
多
数

の
曾
祉
を
回
貝
枚
し
た
。
-
八
七
九
年
末
に
は
、
テ
イ
ッ
ヲ
ス
グ
ィ
ル
の
〉
口
百
叩
と
オ
イ
ル
シ
テ
ィ
の

H
S
U
由
江
田
-
の
二
祉
の
み
が
残
っ
た
。
雨
一
位
と
も
ス

ー
タ
シ
ダ
ー
ド
の
経
後
下
に
あ
っ
た
。
ピ
ッ
ツ
パ
l
p
に
お
い
て
は
、
一
入
七
四
年
に
一
一
一
一
た
い
し
三

O
の
精
油
所
が
あ
っ
た
。
す
で
に

F
R
W
E円仲間口仏

間，
H
6
4
q

は
ス
タ
γ
ダ
1

ド
に
'
華
民
り
し
て
い
た
が
、
同
年
末

ω
Sロ昔
E
O己
の
O
B古田口可。同
H
V

古田
U
R
m
が
設
立
さ
れ
、
同
枇
は
簡
ち
に
精
油
所
の

-g田町

や
買
攻
を
開
始
し
た
。
パ
イ
プ
一
プ
イ
シ
お
よ
び
鍛
湿
の
輸
送
罪
地
に
よ
っ
て
溺
立
業
者
は
完
敗
し
た
。
か
く
て
一
八
七
五
年
に
開
始
さ
れ
た
ピ
ッ
ヲ
パ
ー

ク
に
お
け
る
精
油
所
の
獲
得
は
、
一
八
七
七
年
に
最
後
の
一
つ
を
も
そ
の
子
に
攻
め
た
。
(
叶
，
R
ぴ叩
-
r
F日仏
-
W
E
-
-
u
u
E
-
)

註
四
叫
同
吋
ぴ
日
F
B
E
J
U
-
-
a
u
・

一
程
五
ト
ラ
ス
ト
閉
定
に
よ
っ
て
、
各
枇
に
生
琵
が
割
首
て
ら
れ
た
。
老
朽
、
会
弱
な
工
坊
は
閉
鎖
さ
れ
、
立
地
保
件
、
総
詮
係
件
の
不
利
伝
も
の
は
優
秀

経
済
問
中
研
究

一115-



z 

ア
メ
ヲ
カ
に
お
け
る

ω
泉市
γ

録
問

っ
た
c
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
ゆ
に
お
け
る
地
方
パ
ヲ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
は

か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

い
に
あ
づ
か
っ
て
カ
あ

立
地
保
件
な
ら
び
に
絞
術
的
γ災
好
た
工
場
に
は
ル
ポ
践
が
剤
品
V
T回

収
廷
は
ス
タ
シ
ダ
!
ぃ
?
の
子
中
に
ゐ
っ
た
。
ト
ダ
ス
ト
協
定
ド
の
み
や
一
精
油
所
の
行
つ

油
開

}
し
河
中
」
町
、
，

で
際
日
泌
を
輪
殺
す
る
パ
イ
プ
ヨ
イ
a

ン
の

八
六
五
年
に
払
閉
め

こ
れ
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
よ
っ
て

の
で
誌
な
か
っ

石
油
グ
ル

i

パ
イ
プ
ラ
イ
ン

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

の
重
要
な
ゆ
}
と
や
理
解
し
て
い
に
。

ス
タ
ン
ダ

i
ド

売
ぜ

て
い
に
い
「
-
k
r
-
M
W
O
ゑ
名
付
日
向

mg
件。O
H
H
M

一
宮
ミ
は
‘
ペ
ン
シ
ル
グ
ア
ニ
ア
北
係
部
に
地
方
パ
ヲ
。
ア
ラ
イ
ン
ル
}
建
設
し
記
。

mm枇
は
後
に
〉
目
立
の
き
バ
バ
吉
田
内

2
ハ
U
0
・
と

な
り
、
こ
れ
は
明
か
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
一
繋
で
あ
っ
た
。
一
八
七
四
年
ス
タ
ン
ダ

i
ド
関
係
者
は

C
出
向
。
仏
守
山
吉
伊
山
口
患
の
株
式
の
出

品
ゼ
獲
得
し
に
。
持
紅
ペ
ン
シ
ル
グ
ア
ニ
ア
治
問
地
替
に
お
け
ゐ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
融
資
し
て
い
た
。
こ
の
C

H

戸桜丘

ア

ぎ

詰

と

の

新

し

、

銀

議

か

ら

利

縫

身

獲

得

し

る
代
償
と
し

十
人
つ
立
の
は
一
八
七

つ
允
。
同
年
ス
タ
ン
ダ

i
ド

。f
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し

tu
一
八
七

れ
仁
唯
一
の

パ
イ
プ
ヌ
イ
ン
允
ゐ

。。一HH
仏ロ山内

0
0
・

と
ら
れ
、

の
設
ス
タ
ン
ダ

i
ド

で

に

一

石

油

地

方

の

金

パ

イ

プ

ラ

守

ン

ー
ド
の
手
中
に
入
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ほ
と
ん
ど
一
バ
レ
ル
の
お
治
と
い
え
ど
も
ブ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
組
織
の

設
さ

も
た
ら
す
こ
と
が
で
念
な
く
な
っ
た
U

こ
の
パ
ヰ
プ
ラ
4
ン
組
織
の
文
総
に
よ
り
、
議
選

の
新
し
い
プ

i
ル

な
っ

の
敗
北
の

の
効
果
は
も

っ
て
現
わ
れ



註
一

H
S
B
U
B
-
p
w
M
)・
3
・

註
二
こ
の
協
定
に
よ
っ
て
、
ス
タ
シ
ダ
1
ド
石
油
は
岡
田
口
問
円
白
か
ら
約
百
万
邦
(
一
、

O
九
四
、
八
O
五
・
五
六
弗
)
の
慣
値
あ
る

、HaH-
戸
田
件
、
九
O
万
弗
以
上
に
の
ぼ
る
描
立
精
油
業
者
の
財
産
そ
収
得
し
た
。
(
斗
山
号
。
-
Y
5
5・w
d
S
3

も

一

註
一
一
一
守
口
巾
由

L
E
P
L・
2
・

命

註
凶
す
で
に
、
セ
シ
ト
ラ
凡
や
エ
リ
ー
の
段
か
に
、
バ
ル
チ
モ
ア
@
ア
γ
ド
・
オ
ハ
イ
オ
鍛
道
が
プ
l

凡
に
参
加
し
て
い
た
。
新
プ
ー
ル
は
四
畿
運
と
の

聞
で
行
わ
れ
た
。
石
油
輸
訟
の
六
二
一
%
が
紐
育
向
け
守
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
一
一
%
を
ペ
シ
シ
凡
グ
ァ
ニ
ア
織
活
に
割
蛍
て
た
。
仙
の
一
二
七
%
は
プ
ィ
ラ
デ

凡
1

ィ
ア
お
よ
び
パ
ル
チ
モ
ア
向
け
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
六
%
を
ペ
シ
シ
ル
グ
ァ
ニ
ア
織
活
に
割
嘗
て
た
。
ス
タ
シ
ダ
1
ド
は
同
鍛
滋
に
年
二
百
万
バ

レ
ル
を
下
ら
ざ
る
量
宏
保
詮
じ
、
も
し
そ
れ
以
下
の
と
一
ぎ
は
一
小
口
北
量
が
資
現
す
べ
き
利
潤
と
等
額
を
支
挑
う
こ
と
と
し
た
。
そ
の
代
償
と
し
て
毎
週
一

O

%
の
線
運
賃
の
手
数
料

g旨白山田印日
C
ロ
を
受
取
る
こ
と
と
し
た
。
(
吋
同
号
日
-r
志向岱

-ugu・
3
u
l
s
m
)

〆

一
八
七
八
年
の
始
め
ま
で
に
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
も
は
や
精
油
事
業
に
お
い
て
重
大
な
困
難
を
感
ず
る
必
要
は
な
く
な
っ
た
。
な
お
分
散

せ
る
合
祉
が
残
存
し
、
そ
れ
ら
の
な
か
に
管
業
成
積
の
良
好
な
も
の
も
あ
っ
た
が
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
そ
れ
ら
か
}
切
離
す
地
位
に
い
士
し
、

ま
た
少
く
と
も
そ
の
原
料
の
入
手
ぞ
妨
害
す
る
地
位
に
い
士
。
ペ
ン
シ
ル
'
グ
ア
ニ
ア
餓
道
の
失
敗
以
後
は
、
い
か
な
る
畿
道
も
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
石
油
グ
ル
ー
プ
に
封
抗
し
て
、
経
率
に
結
合
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
に
ο

。
ロ
寸
同
口
同
の
白
一
司

猫
立
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
業
者
に
と
っ
て
も
同
様
に
、
そ
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の
建
設
に
は
多
く
の
失
望
の
道
が
存
在
し
¥
た
ハ
片
し
た
が
っ
て
、

し
石
油
生
産
者
に
つ
い
で
は
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
。
若
干
の
石
油
生
産
者
は
、

フ
ォ
ー
ド
油
田
の
リ
ッ
ク
又
フ
ォ
ー
ド
か
ら
大
間
洋
岸
の
ワ
イ
リ
ア
ム
ス
ポ

i
ト
ま
で
の
一

O
九
哩
に
お
よ
ぶ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
建
設
す
る

た
め
、
一
八
七
八
年
二
月
六
二
五
、

0
0
0弗
の
資
本
で
虫
色
白
羽
尽
日
目
官
。
。
・

dq
組
織
し
た
。
こ
の
官
時
三

O
世
以
上
は
ポ
ン
プ

さ
れ
ず
、
ま
た
相
官
な
高
地
に
は
打
勝
て
な
か
っ
に
。
そ
の
計
聾
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
お
よ
び
鱗
道
に
と
っ
て
、
全
く
非
現
賓
的
な
も
の
と
さ

れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
成
功
し
七
。
石
油
事
業
に
新
時
代
が
や
っ
て
き
に
。
常
時
大
西
洋
岸
に
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
鎖
道
と
の
依
存
か
ら

樹
立
沿
望
ん
で
い
た
若
干
の
精
油
業
者
が
い
た
。
昌
広

0
4
4
E
2
の
成
功
に
よ
っ
て
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
新
し
い
情
勢
に
直
面
し
た
・
。
こ
の

情
勢
の
重
大
さ
は
、
太
西
洋
岸
ま
で
の
原
油
一
バ
レ
ル
'
の
輪
迭
費
の
比
較
に
よ
っ
て
一
不
さ
れ
士
。
こ
れ
に
よ
り
、
原
油
の
長
距
離
職
選
に
と

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
こ
れ
ら
の
方
面
に
お
け
る
戦
場
は
静
穏
で
あ
っ
た
。

し
か

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
支
配
か
ら
免
れ

b
た
め
に
、
プ
ラ
ッ
ド

宮
口
伝
弓
よ
-
E
l
e」

E

権
制
Vλ
汁
初
勾
ノ



ア
メ
リ
カ
V
N
h
仰
げ
る

の築山叩

縁
関

っ
て
銭
遣
の

っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
し
か
し
な
が
ら
も
ス
タ
J

ダ
i
ド
は
こ

に
、
プ
ラ
ッ
ド
フ
ォ

i
ド
抽
出
か
ら
ニ
ケ
ー
ジ
ャ
ー
シ
!
組
問
ペ
ヨ
ン
ヌ

W
忍
ιCP
ロ
σ
ま
で
の
結
果
が
判
明
令
ゐ
訟
で
持
つ
て
は
い
な

タ
ワ
ー
グ
ラ
ン
ド
ま
で
の
4

ア

f
シ
の
建
設
に
と
り
か
L
っ
た
。
こ

と
し
て
、
一
八
八
一
年
四
月
宮
内
注
目
。
口
弘
、
け

5
3諮問門
C
C
-

者
向
洋
号
は
樹
立
の
線
治
業
者
に
支
持
さ
れ
、
こ
れ
ら
精
油
業
者
は
内
外
に
自
巴
の

か
-
滋
壊
す
べ
く
攻
撃
是
認
拾
し
れ
い
。
三
円
凶
合
巧
丘
町
内
の
取
引
先
に

で
経
倍
、
ず
る

パ
4
プ
ゑ
イ
ン
主
フ
J

サ
ラ
ダ

か
っ
た
。

ル
ブ
ィ
ア
も
ど

γ
ツ
パ

1
夕
、

の
た
め
探
油
輸
議
沿
鱗
設
か
ら
部

し
か
し
、
虫
色
合

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
は
ソ
山
門
戸
。
巧
え
2

ゐ
方
法
、
が
と
ら
れ
た
。

の
僚
件
を
寛
大
に
し
て
そ
れ
を
進
め
た
。
か
く
て
、
多
く
の
A
W
枇
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
側
に
立
っ
た
。
そ
こ
で
点
舎
話
相
洋
J

む
な
く
，
昌
巳
の
精
油
所
会
建
設
せ
ね
ば
伝
ら
な
か
っ
た
。
次
は
を
議
選
に
劉

L
競
争
に
よ
ら
綴
ふ
八
治
訪
止
す
ベ
含
契
約
の
麗
行
そ
一
安

バ
レ
ル
ニ

O
錨
に
引
下
げ
ら
れ
も
つ
い
で
ご
か
仙
じ
同
引
下
げ
ら
れ
、
ま
に
そ
れ
は
一

O
紛
で
あ

れ
も
失
敗
し
B

長
設
に
阿
世
に
不
識
も
ダ
も
つ
小
数
抵
の
二

O
万
弗
の
株
式

は
つ
い
に
こ
れ
ぞ
受
け
容
れ
、
八
八
一
一
一
年
一

O
月
以
後
出
品
。

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

ヰ女
や

求
し
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
到
す
る

む
の
ち
同
盟
ぞ
出
甲
山
川
化
。

d
q
m凶
-
庁
内
山
吋
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そ
の
他
あ
ら
ゆ
ゅ
の
妨
害
司
令
ぜ
企
て
に
が
い

認
hw
吋
誌
は
み
一
韓
の
〕

戦
に
疲
れ
て
い
な

ス
タ
ン
ダ

i
い
は
八
八
出
%
の
誤
合
で

註
一
対
ス
ト
は
設
持
一
一
一
五
似
か
ら
問
問
笈
品
約
と
い
わ
れ
、
公
開
均
一
日
ハ
レ
λ

一。

く
八
五
似
交
扱
っ
て
い
た
。
パ
イ
プ
ラ
イ
γ
b
V
4

州
附
設
せ
る
授
紛
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
大
一
山

シ
ネ
テ
ム
山
口
千
均
整
は
一
一
一
一
一
的
と
計
答
申
(
、
叶
出
H
U
諮問
M
W

阿波
P
A
S「
-

f

u

L

M

)

註
一
寸
印
吋

g-rss-w
〈己・日
M
W
M
V
-
E
-

M
H
M
M
仏・
u
H
u
・
N
U
Z

そ

の

っ

た

。

一
@
問
。
弗
勺
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
一

の
パ
イ
プ
総
滋
は
一
六
%
絡
で
可
能
と
い
わ
れ
、
滋

で
八
八
間
同
年
間
同
月

H
U

山門混同丸山口ぬ鴎

胤
郡

一辺柏戸神戸。ロ
N
H

円、
H

，E
H

M

臨日付。
0
・
に
移
聴
き

の
挑
込
査
本
:
℃
m凶
日
仏

5
6
3℃
伊
丹
と
は
官
時
地
方
一
ァ
・
4
ン

イ
ン
か

ら
成
っ
て
い

組
織
を
緊
筏
に
す
ゐ
た
め
結
合
し
た
。

千
万
弗
で
あ
っ
た
。
か
く
て

問
一
社
は
み
川
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

に
い
た
っ
た
。
、
H

，
蕊
め
ー
巧
州
民
向
と
の

に
よ
り
、
J
x
q
プ
ラ
ン
イ
の
競
争
拡
存
在
し
な
く
つ



の
み
は
そ
の
後
も
競
争
の
可
能
性
が
あ
っ
た
。
綿
一
畿
道
一
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
安
協
後
も
、
者
治
地
方
の
繍

立
業
者
の
畿
展
み
そ
刺
戟
し
て
故
山
間
の
工
場
糸
町
建
設
じ
て
い
立
こ
と
、
お
よ
び
ス
タ
ン
ダ

i
ド
の
パ
キ
プ
ラ
4
ン
が
ニ
デ
!
マ
ャ

l
シ
i
州
で

同
議
選
や
横
路
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
た
め
に
新
た
な
る
安
惑
が
必
要
と
な
っ
た
。
一
八
八
間
年
八
月
Z
m
w仲
間

O
口
氏

12ω
富
山
件
。
0
・も

と
問
機
議
と
の
簡
に
契
約
が
取
引
相
会
ロ
へ
間
畿
道
に
大
西
洋
博
ー
に
遇
ず
ゐ
金
石
拾
の
三
ハ
ゲ
月
お
輿
え
る
こ
と
と

Hvho
こ
れ
に
よ
っ
て
B

ス

タ
ン
ダ
ー
ド
・
ト
ラ
ス
ト
の
職
綾
部
門
は
ち
そ
の
他
出
港
と
務
上
口
カ
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
完
全
な
機
繍
と
な
っ
た
ο

そ
れ
は
ト
ラ
ス
ト
の
精
油

部
門
よ
り
も
発
会
で
あ
っ
た
?
ス
タ
ン
〆

l
、
ド
誌
、
口
雪
村
々
m

込
書
と
の
向
盟
ぞ
ち
ら
っ
て
?
原
油
の
事
営
上
金
生
経
路
密
集
荷
し
亡
。
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
結
こ
の
う
ち
九

G
%今
精
製
し
て
い
十
円
。
し
か
p

し
、
ス
タ
ン
ダ

i
ド
は
問
問
時
に
一
般
議
斡
業
者

2
5
5
2
3弓尽
mwH

で
あ
つ
に

の
で
、
そ
の
競
争
者
が
求
め
る
な
ら
‘
そ
の
た
め
の
総
滋
は
一
行
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
精
油
業
者
に
比
し
ス

ー
や
ト
・
ト
ラ
ス
ト
の
費
用
は
、
そ
の
出
に
し
か
っ
か
な
か
っ
吠
。

一
八
八
七
年
四
月
。
巳

g
円
山
猿
色
合
出
立
B
O
C
0
・
が
、

代
交
ペ
ン
シ
ル
グ
ア
ニ
ア

六
O
万
弗
の
安
本
で
石
油
地
方
と
経
育
の
濁
立
業
者
に
よ
っ
ー
で
組
織
さ
れ

大
。
同
一
駐
は
ご
フ
ヌ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
油
開
か
ら
一
八

O
哩
の
原
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
こ
五

O
喫
の
精
油
パ
イ
プ
-
7
4
u
J
と
を
謀
殺
し
た
。
続
し

い
進
歩
が
ま
た
石
地
工
業
に
も
允
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
は
精
訟
の
長
距
離
バ

4
プ
轍
醤
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
議
接
も
ま
た
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
に
負
う
も
の
で
は
な
か
っ
士
。
吋
パ
タ
ン
ダ

i
yは
こ
れ
々
阻
止
す
べ
く
あ
ら
ゆ
る
妨
容
や
韻
け
た
が
、
結
陪
成
功
せ
ず
も
澗
立
業
者
は
さ

ら
に
一
八
九
五
年
一
一
月
一
二

i
ジ
ャ

1
シ
i
州
に
資
本
金
一
千
万
弗
の
市
場
合
数
百
M
H
1
0
0仰
の
C
芦
田
討
P
H
G
q
設
立
し
記
。
と
れ
ら
は
調
立

の
生
産
者
お
よ
び
精
品
川
染
者
の
久
タ
ン
ダ

i
ド
に
期
?
"
。
最
初
に
成
功
ゼ
Jb
協
力
的
会
議
と
な
っ
化
。
'
一
八
九
二
年
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
e

ト
ラ

ス
F
は
オ
ハ
イ
才
の
法
涯
で
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
に
が
、
そ
の
後
数
年
間

2
5日以同
M
M
q
o
内
宮
内

q
g持
協
定
に
故
存
し
た
ー
し
か
し
‘
こ
の
協

定
も
ま
た
裁
特
所
の
命
に
従
う
意
志
の
な
い
も
の
と
し
て
オ
ハ
イ
オ
の
れ
、
一
八
九
九
年
持
株
合
枇
と
し
て
ニ

シ
ー
州
で
故
秘
し
た
。

ベmw吋
ぴ
閉
山

MW
附
ぴ
山
ぴ
J
M
y
u
w
m
w
-

ー
ジ
ャ
ー

室主

タや
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ア
メ
ヲ
カ
に
お
け
る
校
激
務
然
。
集
中

鎌
t!l 

ノ，

設

即
日
比
仏
3
M
Y
M
W

輔酬

… 、

ス
タ
ン
ダ

i
ド

こ
れ
は
蛍
然
温

も
ち
ち
ろ
ん
相
盤
款
の
広
場
が
金
園
、
主
要
地
鞘

翠
位
意
h

ツ
コ
ス
ト
設
相
刻
一
的
に
低
不
せ
し
め
る
こ
と
や
可
能 る
こ
と
と
、

立:

大
な
る
こ

ので局
は}は州
、な¥F1
か露
出。
，司、

、ぞ3
c 

p号
耳し 円

III 

も談苦
立3
協

のの
こ譲
盗

よ
えも
首
然
に
勾
ケ
タ
ン
ダ

1
ド
の
集
中
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
諸
ヱ
場
の
聞
の
橋
治
コ
ス
ト

お
し
て
、
そ

そ
れ
つ、ほ
ど
大

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
絵
迭
の

上
速
の
ご
と
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は
輸
送
費
は
重
一

の

ー

は

も

岳

部

丹

江

湯

川

口

m

託
C
H
M

で
あ
っ
た
。

も
精
製
品
%
に
精
油
業
者
の
合
礎
的
利
潤
ゃ
ん
向
め
て
も
‘

な
謹
賃
惑
の

〉
山
総
ム
戸

L
1
j
 

勾
ハ
タ
ン
ダ

i
γ
の
初
期
の
集
中
に
と
っ

あ
る
結
治
業
者
心
機
一
余
利
器
の
取
得
も
ぜ

@ 



の

の

相

違

ゐ

。

じ

ou年
代
M
M
お
け
る
久
タ
ン
ダ

i
ド
の

た
の
で
は
記
い
。
シ
カ
ゴ
に
謹
絡
し
た
ペ
ン
シ
ル
グ
ア
ニ
ア
畿
道
と
絞
背
セ
ン
ト
ラ
ル
e

七
O
伊
代
に
パ
ル
チ
モ
ザ
ノ
・
ア
ン
ド
・
才
ハ
dpPR

才
畿
道
と
J

グ
ラ
ン
ド
・
ト
ラ
ン
タ
畿
道
と
が
シ
カ
ゴ
に
t

ス
タ
ン
ダ

i
ド
は
た
ま

に
す
る
。
ゆ
え
に
‘
総
選
者
に
関
心
の

炉吋

p) 
P寸

ク 2

i ェι
~7 ヲ
ラ I
ン

。') 1-" 

精の
袖瀦よ
合泊つ
進;所
でに
わ
ぐ〉

入
る
に
お

好
な
地
験

地
縮
ト
い
お
け
る

の
ち

石
治
精
一
治
に
特
別
の
運
賃
必
守
護
求
す
み
の
に
範

て
い
た
。

夕刊ソ

1
グ
ラ
ン
ド
精
治
訴
は
き

の
こ
つ
の
織
選
〈
セ
ン
ト
ラ
ル
ム
}
エ
リ

i
)
、
五
大
樹
(
削
詰
削
除

れ
て
い
た
。
鈴
議
運
賞
に
不
議
な
ら
水
掛
に
代
え
ゐ
こ
と
が
で
き
た
。
か
く
て
鱗

歩
在
阪
〈
え
ざ
る
宇
佐
え
な
く
な
つ
に
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
し
か
L
ゐ
庭
然
的
に
ふ
令
利
な

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
こ
の
地
枕
必
さ
ら
に
有
効
な
ら
し
め
る
ね
め
、

a
o
a
y
H
g
u
g話
8
2仲
計

の
取
引
役
行
っ
た
。
ー
す
な
束
諮
り
輸
送
患
部
ヂ
ぎ
ロ
ロ
ハ
山
岳
山
匂
H
2
1

-，-121 - ¥ 

。
口
付
の
四
五
弘
%
か
}
ペ
ン
シ
ル
ゲ
ノ
ア

パ
ル
チ
モ
ァ
、

ep 

石
油
機
方

ピ
ツ
ツ
パ

i
ク
も

h
〆

、
各
一
一
じ
も
が
そ
な
ン
ト
ア
ル
と
エ
リ

i

す
べ
て
の
大
務
的
お
よ
び
横
山
山
中
心
地
i
|
:
絞
夜
、
ア
プ
ア
ダ
ル
フ
ィ
ァ
、

リ
ー
グ
ラ
ン
ド
・
ー
ー
ま
JC
の
穂
謹
受
容
必
定
め
た
。
例
え
ば
、
ク
リ
ソ

i
グ
-
ア
ン
ド
か
ら
細
符
ま
で
の
吋

滋一ぃ…

弗
、
石
油
地
方
か
ら
タ
ワ

i
グ
ラ
ン
ド
ゑ
で
の
原
油
輸
送
八

O
揺
が
問
。
仙
と
さ
れ
に
c

そ
の
載
引
は
際
的
…
の

設
費

と
い
わ
れ
た

o
m
w
o
a
u
H
B℃
言
語

5
2
件。0
・
の
解
散
以
後
も
、

五
柏
市
次
い
日
・
一
…
武
弗
で
あ
っ
た
。
こ
の
割
引
ち
ゅ
で

か
く

一
弗
の
も
の
が
{
@
五

O

v
l
ト
の
約
m
m
G

者
の
!五
O
%、
締
泊
の

り
‘
そ
の

え
た
。

ゐ

五:

l'リ

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

Lノ

ト

て〉
む、

よ
っ
て
滋

一

一

一

平

均

一

が

ロ

ジ

約

…

紛

の

心

外

で

あ

っ

た

。

九

二

万

ロ

ジ

一

仙

今

一

の

倣

絡

で

約

争

似

の

純

牧

終

止

な

も

た
ら
す
こ
と
が
し
か
る
に
、
ペ
シ
ジ
バ
グ
ァ
ニ
ア
州
お
よ
び
オ
ハ
イ
オ
州
の
石
油
地
方
か
わ
ゆ
筒
部
の
市
機
ま
で
の
鰭
践
は
、
大
校
一
ガ
ロ
ジ

4' 

…
一
似
か
ら
一
一
一
級
の
間
で
お
っ
た
o

Q

0

3
町
内

Y
M
Y
芯
)

詮
二
認
巻
町
日
r
g
}
'
M
U・
8
a

総
務
山
断
中
川
明
父



ア
メ
リ
カ
に
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ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
畿
道
か
ら
受
け
て
い
七
差
別
謹
貨
に
つ
い
て
は
、
合
枇
局
の
護
行
せ
る
同

8
2門
O
ロ

5
0
凶，

E
ロ
告
。
己
注
目
。
ロ

。
昨
日
お
可

o
-
2
E
W
E
S
に
よ
れ
ば
、
「
ほ
と
ん
ど
企
図
に
わ
た
っ
て
、
同
祉
は
そ
の
競
争
者
に
封
じ
不
正
な
利
径
を
亨
受
し
、
こ
れ
ら
差
別

註
一

運
賃
の
あ
る
も
の
は
豆
大
な
地
域
に
影
響
し
て
い
た
こ
と
が
見
出
さ
れ
士
。
」
石
油
輸
迭
に
お
け
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
差
別
運
賃
は
、
命
日
枇

局
の
報
告
で
は
共
の
四
つ
じ
分
類
さ
れ
た
。

そ
の
後
、秘

密
お
よ
び
宇
秘
密
レ

l
卜

l31 (21 (1) 

公
開
運
賃
率
に
お
け
る
差
別
議
賃

-122-

輸
送
の
分
類
と
規
則
に
お
け
る
差
別
運
賃

専
用
地
槽
車
の
取
扱
に
お
け
る
差
別
運
賃

以
上
の
う
ち
1

山
お
よ
び
閣
が
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
時
に
際
じ
て
種
々
の
方
式
が
採
用
さ
れ
た
。
合
一
舵
局
の
報
告
に
よ
れ
ば

「
ほ
と
ん
ど
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
よ
り
排
他
的
な
い

L
ほ
と
ん
ど
排
他
的
に
用
い
ら
れ
た
積
出
地
鮪
か
ら
の

ν
l
ト
は
、

競
争
者
の
レ

1
ト
よ
り
相
劃
的
に
低
か
つ
に
。
レ
ー
ト
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ル
-
市
場
に
導
く
た
め
に
低
く
し
、
競
争
者
を
市
場
の
そ
ど
に
止
め
る

た
め
に
高
く
さ
れ
士
。
距
離
の
僅
か
な
差
異
は
、
ヌ
タ
ン
ダ

l
ド
に
と
り
有
'
利
な
レ

1
ト
の
大
な
る
差
異
の
士
め
の
口
賓
と
な
っ
七
。
し
か

る
に
、
距
離
の
大
な
る
差
異
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
逝
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
は
無
硯
さ
れ
た
。
あ
る
と
き
は
、
石
油
必
割
首
て
る
鋭
道

と
結
ん
で
、
そ
の
レ

l
ト
を
地
方
レ

l
ド
叫
下
と
し
、
あ
る
と
き
は
織
道
に
よ
る
割
首
担
否
沿
行
う
。
い
づ
れ
の
場
合
も
、
そ
の
政
策
は
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
ル
}
利
す
る
結
果
と
な
る
。
具
な
れ
る
方
式
が
異
な
れ
る
場
所
と
篠
件
の
も
と
で
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
純
粋
の
結
果
は

メ
エ
イ
ン
か
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ま
で
の
石
油
の
公
開

ν
l
ト
の
一
般
協
定
が
、
競
争
者
に
比
し
て
不
合
理
な
利
盆
必
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
輿

性1



え
る
と
い
う
こ

あ
る
。

ス
タ
ン
グ

i
γ
石
油
舎
一
就
が
ち
;
か

5
0
u
l
ト
の
設
先
に
、

て
い
た
と
い
う
決
論
は
避
け

る
こ
と
が
で
き
な

詮

N
G叫
阿
持
品
グ
山
ぴ
M
n
r
u
附

y
~吋
凶

む
℃
・
吋
u
i
i吋
小
樽

ス

タ

ン

ダ

ー

ド

の

集

中

揚

裂

に

と

っ

て

、

し

た

も

の

は

、

パ

イ

プ

ラ

イ

ン

の

文

閣

で

あ

っ

パ
イ
a

プ
ラ
イ
ン
は
￥
油
井
か
ら
銭
現
ま
で
の
漂
泊
沿
檎
滋
ず
る
地
方
一
ア
イ
ン
に
設
定
さ
れ
て
い
た
が
、
後
に
授
距
離
輪
選
が
一
可
能
と
な
る
や
2

}
こ
の
幹
線
パ

f
Jプ
ラ
イ
ン
の
交
関
に
も
一
様
出
し
、
」
れ
や
と
お
し

と
も
に

は
じ
め

E
F
a
}
?戸
」
之

b

も
醤
迫
じ

読
ん
況
の
取
極
め
に
寄
燃
し
た
。

註
ザ
ヘ
タ
γ
ダ
1
ド
の
所
有
ず
み
泊
山
川
で
生
一
虎
ず
る
原
油
生
一
一
添
潟
は
、
八
九
八
年
に
会
阪
の
三
約
%
(
一
一
一
双

a
V一

八

%

V

の

み

で

あ

っ

た

。

し

か
る
に
、
残
り
%
の
う
ち
の
約
一
O
%
ぞ
除
〈
公
開
出
治
そ
支
配
し
て
い
た
。
約
…
0
%
以
外
の
会
燦
泊
は
治
弁
か
ら
の
途
ゆ
で
続
ふ
り
に
ス
タ

γ
ダ
1
ド
の

保
管
内
九
入
ぷ
。
ス
タ
シ
ダ
1
ド
・
パ
J
q

プ
ラ

f
yが
そ
九
な
引
夜
F
ハ
w

と
夕
、
生
J

庄
市
ぬ
の
乎
か
ら
全
く
鰍
九
タ
泊
。
〈
、
吋
R
Z
F
g
y
}門
ヲ
い
お
O
)

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
組
織
の
集
中
滋
税
は
前
逃
せ
る
ご
と
く
で
あ
ら
が
、

八
八
・
七
%
、

123~ 

ロソ

γ
iイ
ン
J

ア
ィ
ア
ナ
油
開
の

で
に
内
模
地
問
で
は
本
質
的
な
競
争
は
存
在
し
な
か
っ

よ
れ
ば
弐
の
ご

了
五
先
々
文
民
し

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
一
九
つ
四
年
ベ
ン
シ
ー
ル
グ
ア
ニ
ア
油
開
の
バ
ヰ
プ

d
-

ワ
ノ
イ
ス
治
問
で
は
競
争
線
は
な
く
も
一
九

の
鶴
市
h
q
総
持
す
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
方
式
は

パ
イ
プ
ラ
イ
ン

(1) 

ス
タ
ン
ダ

i
ド

々
の
方
訟
で
組
側
窓
の
パ

4
グ

ラ

イ

ン

仁

。

か

つ

パ

イ

プ

ラ

イ

ン

え
ぬ
g
E
m
w口付門
Hogm糸
口
や
パ

4
0ア
ラ
イ
ン
に
興
え
る
法
律
の
描
越
々
、

ξ 

し

土
地
牧
用
機

げ
亡
。
そ
の
取
締
り
の
法
律
の
欠
如
し
て
い
お
よ
び
そ
れ
が
符
在
し
て
い
た
と
き
で
す
ら
、
あ
る
密
度
積
立
の
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
が
吋
協
議
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
土
地
か
仏
国
れ
上
げ
た
り
も
そ
の
支
慌
そ
猿
縛
し
允
り
、
し
で
そ
の
路
紘
隊

2
E
-密
機
翻
す
ゐ
樫

総
湾
総
研
究



ア
メ
幻
ゾ
カ
に
お
け
る
石

。
集
中

鎌
田

!21 
利
会
:j::a 
ヌ〈ミ
ルー&

さ
せ
る
よ
っ〆

倒j
iき
か
け
る

と

よ

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
猶
立
の
パ

4
プ
ヌ

4
ン

、
そ

可
能
に
し
た
。

な
い
と
舎
は
‘
少
々
の
株
式
の
取
得
に
よ
っ
で
そ
れ
や
支
探
せ
ん
と
し

間
あ
る
と
き
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
樹
立
パ
イ
ナ
ラ
司
ン

ば
原
詩
施
設
な
い
し
は
精
油
所
の
賀
殺
に
よ
っ

さ
れ
、
そ
の
コ
ス
ト
は
比
附
肉
的
に
増
加
し
に
。

H
J
 

C

の
関
係
に
棋
会
打
ち
込
ん
が
ん
。
こ
の
政
策
は
し
ば
し

せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
一
大
。
こ
の
手
段
に
よ
っ
て
務
立
-
7
4
ン
の
取
引
金
は
制
限

(41 

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
は
組
側
立
パ

4
プ
一
プ
守
ン
の

妙
心
地

h

生
産
さ
れ
ゐ
原
訟
に
プ
レ
、
E
Y
ム
附
中
市
(
梯
ゃ
な
し

轍‘

つ
て
は
、
利
潤
が
減
少
す
る
の
ゼ
こ
の
プ
了
E

ア
ム
附
支
識
が
不
可
能
で
わ

竣
に
お
け
る
比
較
的
小
合
枇
で
あ
っ

K
の
で
、
ス
タ
ン
ダ

i
ド
の
プ
レ
ミ
ア
ム

附
文
携
は
‘
か
れ
ら
の
利
潤
そ
大
い
に
減
少
せ
し
め
た
。
し
か
る
じ
)
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
白
轍
試
‘
そ
の
総
取
引
設
の
う
え
で
比
較
的
ー
小

さ
な
損
失
や
張
っ
た
ど
け
で
あ
っ

た
ス
タ
ン
ダ

i
ド
の
不
正

ふ
こ
o

J

千
t

き
左京

，'i: 11向
4 の
ブ

ア

イ

ン

は

て宇 し
ベアニ
ャ亡 。

1¥艮
命ら
れ〆

124 

プ
レ
ミ
ア
ム
附
交
識
は
、
金
瞳
と
し
て
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

の
競
争
分
続
止
す
ゐ
た
め
に
と
っ

の
で
あ
っ

註

笠宮
f'言
'd 
'd b' 
母、 cb

'"ょ
'd 

説み
号、

一九
O
六
年

八
管
理
的
、
非
差
別
的
ν
!
ト
k
p
n
け
が
認
識
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
パ
イ
プ
-
ラ
ナ
ン
業
者
も
‘

の。

8
5
0ロ
ハ
リ
書
誌
2
・
と
し
て
、

し
か
し
な
が
ら
、

川
口
付

o
g
s
g
の
0
3
5
0
2
命。
0
5
H湾
内
部
担
山

OH凶

る
こ
れ
ら
レ

i
ト
の
拍
拠
出
が

れ
も
格
方
ス
タ
ン
ダ

i
ド
の
支
配
す
ゐ
パ

4
プ
ラ

4
ン
諸
A
W
散
は
、
こ
れ
も
ぽ
承

純
一

ゐ
合
散
防
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

ア
ク
ト
サ
イ
グ

i
U
調
じ
一
一
切
の
お
油
総
恐
々
拒

(1) 

る
こ
と
金
拒
否
し
亡
に
め
、
同
訟
は
窓
際
上
熱
効
な
ら
し
め
ら
れ

の
ス
タ
ン
ダ
!
ド
・
パ
イ
プ
一
ア
イ
ン
は
、



也

否
し
た
。
ま
に
そ
れ
ぞ
避
け
る
に
め
、
あ
る
と
き
は
そ
れ
ら
の
事
業
や
個
々
の
州
の
境
界
内
に
制
限
し
・
ま
に
少
く
と
も
制
限
必
先
せ

か
け
よ
う
と
し
七
。

9
4
 

若
干
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、
委
員
舎
に
そ
の

ν
l
ト
を
提
出
し
に
が
、
こ
れ
ら
レ

i
ト
は
同
一
地
新
聞
の
鋪
道
レ

ー
ト
と
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の

ν
l
ト
は
コ
ス
ト
沿
温
か
に
超
過
し
て
お
り
、
不
合
理
な
も
の
で
あ
つ
に
。

聞
こ
の
賄
で
法
律
在
進
守
せ
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
提
出
せ
る
運
賃
表
も
，
掲
げ
た
も
の
よ
り
脱
漏
せ
る
も
の
1
方
が

、
透
か
に
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、
紐
育
州
お
よ
び
ニ
ュ

l
ジ
ャ

l
シ

1
州
に
お
い
て
、
紐
育
潜
ま
で
の
レ

i
ト
は
一
不
さ
れ
て
お
ら
ず
、
メ

リ

l
ラ
ン
ド
州
の
パ
ル
チ
モ
ア
ま
で
の
レ

l
ト
ち
一
不
さ
れ
て
い
な
か
っ
，
K
。
こ
れ
ら
の
地
賠
こ
そ
、
ア
ワ
ト
サ
イ
ダ
ー
が
石
油
身
輪
選

れ
も

せ
ん
と
し
て

νム
地
鮪
な
の
で
あ
つ
に
。
他
方
誰
も
石
油
必
輪
一
迭
し
よ
う
と
し
な
い
地
献
に
は
多
く
の
レ

l
ト
が
掲
げ
ら
れ
に
。

凶
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
@
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
快
く
運
賃
表
ぞ
提
出
し
た
と
き
で
す
ら
、
事
責
上
輸
港
会
ぞ
妨
害
す
る
規
定
ぞ
設
け
に
。
ス
タ
ン

ダ
l
ド
の
提
出
せ
る
大
部
分
の
運
賃
表
は
七
五
、

0
0
0
バ
レ
ル
以
上
の
輪
選
量
た
る
こ
と
必
要
求
し
に
。
ま
に
あ
る
も
の
は
ア
ウ
ト

サ
イ
ダ
ー
に
割
し
、
事
賃
上
使
用
禁
止
に
等
し
い
最
小
限
三

O
万
バ
レ
ル
ー
必
要
求
し
た
。

同
o
u
u
z
Hロ

kra
の
立
憲
性
は
、
結
局
一
九
一
四
年
最
高
裁
判
所
の
判
決
で
支
持
さ
れ
枯
し
た
が
、
こ
の
間
八
年
間
ち
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は

法
律
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
高
率
な
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
@
レ

l
ト
沿
設
け
て
お
り
、
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
精
油
所
ち
同
様
に
こ
れ
か
}
課
さ
れ
て
い
七
が
、
こ
れ
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
組
織
に
と
っ
て
は
無
関
係
な
事
柄
で
あ
つ
に
。
そ
れ
は

金
躍
と
し
て
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
組
織
の
利
潤
が
、
輪
選
部
門
で
作
ら
れ
る
か
精
油
部
門
で
作
ら
れ
る
か
と
い
う
問
題
に
す
ぎ
な
か
っ
に
。
し

か
し
滴
立
精
油
業
者
に
と
っ
て
、
高
い
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

b
v
l
ト
は
死
活
の
問
題
で
あ
っ
た
。

原
油
輸
迭
に
合
理
的
レ

l
ト
ル
-
課
す
る
こ
と
か
}
拒
ん
だ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
支
配
は
、
さ
ら
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
封
し
調
立
業
者
以
上
の
利

益
ぞ
興
え
に
。
ぞ
れ
は
精
油
所
の
位
置
在
猫
立
業
者
よ
り
有
利
な
地
賄
に
お
く
ニ
と
必
可
能
に
し
た
こ
と
で
あ
つ
に
。
か
く
し
て
、
ス
タ
ン

ダ
l
k
精
油
所
は
‘
そ
の
大
部
分
身
消
費
中
心
地
に
位
置
せ
し
め
る
ご
と
が
で
き
た
。
最
大
の
も
の
は
大
西
洋
岸
の
二
大
精
油
所
と
ヲ
イ
ツ

経
済
問
学
研
究
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ア
メ
ヲ
カ
に
お
け
る

抗
日
集
中

録
用

一
ア
ィ
ン
グ
精
油
所
で
あ
つ
に
。
ス
タ
ン
ダ

i
ド
精
油
断
そ
油
井
か
ら
議
か
に
離
れ
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
こ
と
や

ろ
ん
原
油
轍
議
の
低
い
コ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
後
方
パ
イ
プ
ラ
2
9

ン
や
有
し
な
い
精
油
業
者
は
も
そ

地
陪
近
に
位
置
せ
ざ
る
ぞ
え
な
か
っ
た
。
か
く
て
、
満
立
構
油
機
者
の
主
た
る
中
心
地
は
も

は
問
つ
の
務
立

一
九

O

の
よは ν
び問 i
術部ト
イf~ おの
子行ょすこに
場ひ、めし
ヘヰちにずこ
の側、の
供 ，L阪は
事台 ペ明義弘
土色ン保ち
祭主 シ f治i?

ずこ Jレ
る でグ
クア
イニ

笠宮ツア
r ffi テ
口二ィニ!と
ヲg ン問
ミ3y クn き5
七夜にオ
ケピー{まハ
が-"1 
ふ"':)才

:0ちで

/存あ
在つ
じすこ
な。
刀、

ぐ〉

あ
る
の
み
で
も

註註次
の
ス
タ
ン
ダ

i
ド

の

俊

牧

性

は

領

格

戦

に

一

不

さ

れ

る

。

和

解

せ

M

官
じ
る
敵
は
、
つ
ね
に

者
で
あ
っ
た
。
ス
タ
シ
ダ

i
ド
は
石
川
総
生
産
に
つ
い
て
は
‘
パ
イ
プ
ラ
4

ン
の
ご
と
く
集
中
や
行
わ
な
か
っ
士
。
も
し
そ
れ
が
溺

愛
的
で
わ
っ
た
な
ら
ば
、
集
中
は
ゑ
ず
石
抗
生
産
部
門
か
ら
始
め
ら
れ
ね
ば
絞
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
非
現
策
的
で
あ

3

っ
た
。
油
開
は
余
り
に
も
践
大
で
あ
り
不
定
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
投
機
的
性
質
身
有
し
、
大
な
る
お
除
の
存
す
る
一
都
議
で
あ
つ
に
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
は
生
施
者
に
生
熊
制
限
密
機
殺
し
大
が
、
一
大
鎖
床
が
鷲
見
さ
れ
る
ご
と
に
、
捜
柊
の
設
定
は
一
…
壊
に
礎
え
さ
れ
た
〆
こ
れ
が
石
油

生
産
の
築
中
巻
妨
げ
た
賠
因
で
あ
っ
大
α

し

た

が

っ

有

裂

な

す

で

に

幾

展

せ

ら

も

の

の

み

じ

か

ぎ

り

、

単

な

山

冷

静
M
R

ス
~
ト
ッ
ク
に
よ
る
探
治
の
抵
僚
格
と
事
職
議
，
貯
裁
の

一
人
タ
〆
ダ

i
ドーの

お-

、…126-

る
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
身
交
際
せ
ん
と
し
た
。
こ
の
た
め
に
、

の
高
い
費
用
と
か
-
結
長
し
‘
結
路
精
油
業
と
パ

4
プ

ラ

イ

ン

の

い

事

務

総

業

者

の

利

潤

を

瀬

戎

増

加

せ

し

め

r

、
強
方
消
治
生

一
八
九
五
年
以
前
.
原
油
は
総
育
、
ピ
ッ
ツ
パ

i
ケ

4.
才

4
L
W
シ
テ
ィ
の
石
油
取
引

世
伸
一
考
の
利
潟
、
そ
潮
吹
減
少
せ
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

時

m
で
相
場
が
立
て
ら
れ
て
い
た
が
も
一
八
九
去
年
に
こ
れ
ら
取
引
所
で
立
て
ら
れ
た
債
務
で
購
入
し
な
い
と
い
う
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の

た
め
に
中
止
と
な
り
、
爾
来
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
債
格
々
決
定
し

一
八
七
九
年
末
に
金
額
精
油
能
力
の
九
五
%
や
支
配
し
、
そ
の
後
若
手
こ
の
割
合
は
減
退
し
た
と
は
い
え
も

ス
タ
ン
ダ

i
ド
の



力
協
維
持
ぢ

盟
カ
に
も
弐
の
ご
と
き
撲
界
は
あ
っ
た
。

り
よ
り
透
か
に
高
い
靖
治
問
機
絡
沿
設
定
し
化
。
こ
の
允
め
精
訟
の
総
出
は
減
退
し
，
内
外
の

に
今
度
は
原
油
の
蕗
貴
な
い
し
可
能
的
騰
貴
の
口
震
な
し
に
‘
突
然
精
治
俊
絡
や
引
上
げ
た
の

は
増
加
じ
た
。
こ
L
で
も
競
争
が
そ
の
後
に
従
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
沿
し
て
尖
の
甲

る
こ
と
は
興
味
と
科
病
が
い
か
に
大
で
あ
ろ
う
と
も
諮
問
問
償
わ
ず
、
市
場
を
弱
め
競
争
K

管
制
約
戟
す
る
ち
の
で
あ
ゐ
と
い
う
こ
と

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
こ
の
た
め
に
‘
市
場
を
破
壊
す
る
こ
と
な
し
じ
、
そ
礼
治
支
記
す
る
で
き
る
記
け
高
い
利
潤
や
目
標
と
し

し
に
が
っ

ら
れ
な
。
し
か
し
‘
こ
の
慌
梅
支

一
八
八

一
八
九
二
年
間
郎
、
治

じ
、
際
油
償
格
が
値
上
り
し
た

士。

127-

均一v
i
p
ッ

パ

円

い

シ

ア

の

あ
っ
た
の
に
、
輸
出
精
納
椴
格
は
下
り

の
に
も
悼
明
治
讃
格
は
措
授
か
れ
た
。
ロ
シ
ア
石
川
摘
を
ア
メ
ワ
カ
の

か
し
た
。
ス
タ
ン
ダ

i
γ
は
こ
れ
を
覆
え
す
た
め
に
‘
輪
出
精
油
儲
格
身
俄
で
し
た
の

こ
の
間
関
等
の
相
相
手
が
ア
‘
メ
リ
カ
の
猫
立
業
者
の
み
で
み
つ
主
な
ら
ば
安
協
も
可
能
で
あ
っ

右
地
も
こ
の
グ

1
ム
に
参
加
し
に
こ
と
に
よ
り
も
輪
出
精
油
債
格
の
低
下
に
導
い
た
。

ごに

し
か
し
、

戸
シ
ア

バ
セ
ア
ジ
ア
の

…蕊

〕

3
8
w

旧
竹
内
山
・

そ

の

綴

ゐ

ス

タ

γ
ダ
I
下

一
八
九
関
係
八
一
・
関
心
w
d

一
八
九
八
年
八
三
・
七
%

総
立
裁
者
の
競
争
の
効
烈
凶
川
、

G
鴎
年
に
約
い
い
一
力
の

八
一
…
・
一
%
一
八
九
七
年
八
二
e

限
%

人
間

l
八
六
%
2
0口
議
曙
目
立
与
よ
℃
・

3)

泌
す
と
こ
ろ
よ
り
さ
ら
に
小
合
ら
り
た
ο

一九、

い
た
な
ら
、
ス
タ
ジ
ダ
ー
ド
と
の
滋

経
済
問
学
研
究



鎌
m 

奈

は

よ

り

、

だ

ろ

う

。

」

註
一
点
、
吉
吋

Z-r
訪問
P
4
0ゲ
阿

w

M

}

・
Mge

、

諮

問

吉

P
H
Y
N
8

(
M
O
同区一
Y
F芯
-w
円

y
明
ゆ
)

強
方
、
醤
内
市
場
は
輪
山
内
市
場
よ
り
も
滋
し
い
た
。
抵
い
検
出
向
精
劫
恨
絡
会
柿
う
た
め
に
、

用
さ
れ
た
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
ア
シ
ア
¥
ル

i
γ

ニ
ア
、
ァ
ヅ
ア
の
石
油
と
の
脱
税
い
の
た
め
に
も
関
内
市
場
は
高
い
償
格
や
支
持
つ

・
内
線
泊
債
務
に
は
規
制
的
償
擦
は
な
か
っ
た
。
ス
タ
シ
ダ

i
ド
は
陣
内
市
場
に
お
い
て
、
機
的
の
コ
ス
ト
以
下
の
世
格
か
ら
一

0
0
%な
い

販
賢
し
仁
。

J

開
問
内
績
格
が
探間

で
も
差
異
が
存
し

な
か
つ

一
八
心
九
年
以
来
大
な
み
競
争
は
存
悲
し
な
く
な
っ
た
。

こ
の
満
占
畿
が
護
活
す

し
に
が
っ

に
ち
摂
小
で

し
7~ 」

。〉

あ
っ

か芋こ
つの
で

前

者

の

々

二

な

い

し

一

一

一

制

と

い

こ
の
表
か
ら
明
か
な
ニ
と
は
、
照
明
油
の
平
均
慢
格
は
ダ
ラ
エ

i
ア
絹
が
最
低
'
ハ
一
ガ
官
ン
七
e

七
約
四
〉
コ
守
ブ
ド
州
が
段
高
ハ
ご
ハ
袋

一
仙
)
で
あ

q
t
o
ま
に
北
部
開
倒
壊
か
ら
メ
や
シ
u

コ
鐸
に
い
た
ゐ
ミ
シ
シ
ッ
ピ

i
流
域
内
の
創
出
格
は
、
オ
ハ
イ
才
到
の
八
e

五
机
掛
か
ら
も
ァ

i
カ
ン
サ
ス
州
の
…
…
一
一
・
九
州
叫
に
わ
た
っ
て
い
に
。
ご
の
地
方
は
イ
ン
ダ
イ
ア
ナ
州
の
ワ
イ
ア
ア
ィ
ン
ゲ
事
才
ハ
イ
オ
州
の
タ
ヲ

l
d
γ
-アン

ド
お
よ
び
リ
?
の
各
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
新
地
時
間
か
ら
供
給
身
受
け
て
い

震
後
で
あ
?
に
。
奉
安
こ
の
地
方
の
大
部
分
は
，
主
と
じ
て
ウ
4
4

い
例
は
大
平
洋
洋
で
あ
っ
た
。
ス
タ
ン
ダ

i
ド
の
精
油
は
サ
ン

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
七
・
二
仙
ち
北
カ
リ
ノ
ア
オ
ル
ニ
ア

機

絡

は

州

ご

と

に

具

つ

州

丹

に

お

い

込
穣
格
〉
に
つ
き
も
間
一
一
州
内
の
債
格
蒸
の
最
高

ち
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン

y州
の
一
弘
似
(
八
♂
仙
i
一
O
似
)
で
あ

ご
と
し
ο

i可

-128-

に
つ
い
て
は
第
一

こ
れ
ら
の
精
油
は
同
一
極
細
棋
の
原
論
在
使
掃
し
、

設一応

一
ィ
シ
グ
精
抽
出
m
に
依
存
し
て
い

K
G
地
域
的
領
格
殺
の
非
常
に
強
制
し

ラ
ン
シ
ス
コ
鮒
廷
の
大
精
油
所
で
行
っ
て
い
た
。
こ
の
平
均
債
務
は
?
南

カ
ヲ
ア
ォ
ル
ニ
サ
ノ
に
は
務
貨
の
精
油
践
が
存
在
し

一
の
生

二
@
践
仙
で
あ
っ
た
。
こ
れ
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
石
油
事
業
の
集
中

鎌
田

く
超
過
慣
格
を
課
し
も
他
方
競
争
の
活
漉
な
と
こ
ろ
で
は
、
し
ば
し
ば
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
す
ら
、
ほ
と
ん
ど
利
潤
の
な
く
な
る
臨
ま
で
‘
ま

た
コ
ス
ト
の
若
干
高
い
競
争
者
が
よ
り
し
ば
し
ば
利
潤
の
な
く
な
る
賄
ま
で
‘
値
ア
げ
沿
行
、

2
vと
が
多
い
と
い
う
誰
按
は
絶
封
に
決
定
的

諮
問

で
あ
る
。
」

註一註一↓
詮
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地
方
細
川
粧
差
の
途
行
に
あ
に
っ
て
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
し
ば
し
ば
虚
慌
の
濁
立
合
祉
を
利
用
し
た
。
こ
れ
ら
の
合
祉
に
よ
っ
て
、
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
は
そ
の
影
響
下
に
あ
る
金
取
引
に
封
し
、
直
接
に
慣
格
戟
に
臨
む
よ
り
は
、
慣
格
低
下
の
追
加
損
失
や
蒙
る
こ
と
な
し
に
、
満
立
精

油
業
者
の
取
引
先
に
債
格
切
下
げ
ぞ
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
に
。
ま
か
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
ト
ラ
ス
ト
か
ら
購
買
す
る
こ
と
を

担
行
と
い
う
形
沿
と
っ
た
反
ト
ラ
ス
ト
感
情
そ
克
服
し
た
。
政
府
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
運
勝
目
す
る
虚
慌
の
潤
立
合
枇
と
し
て
六
三
一
世
ゃ
あ
げ

註
一に
。
ま
士
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
そ
の
競
争
者
の
事
業
‘
取
引
に
精
通
し
て
い
た
の
で
、
効
果
的
に
憤
格
切
下
政
策
ぞ
行
う
こ
と
が
で
き
に
。
こ

〆

れ
ら
情
報
は
、
従
属
市
場
合
一
肢
の
情
報
網
、
自
己
の
祉
員
の
調
査
、
畿
道
従
業
員
の
買
牧
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
は
、
油
槽
車
百
岱
討
の
旬
、
給
油
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

S
D
W
己
主
目
。
口
、
給
油
車
S
D
F
内
名
指
O
ロ
に
よ
っ
て
小
貢
商
人
と
直
結
し
、
と
き
に
は

消
費
者
と
さ
え
取
引
し
た
。
こ
れ
は
仲
介
入
ぞ
遇
ぜ
ず
し
て
は
、
取
引
し
え
な
か
っ
た
猫
立
業
者
に
と
り
窒
息
的
競
争
と
な
り
、
種
々
の
市

場
に
お
い
て
債
格
の
調
整
在
可
能
に
し
た
。
こ
の
制
度
は
ま
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
濁
占
維
持
に
寄
興
し
た
。
か
く
て
、
全
闘
に
わ
に
っ
て
管

業
す
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
、
競
争
者
の
存
在
す
る
地
方
で
の
値
下
げ
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
損
失
冶
他
の
地
方
で
え
た
利
潤
に
よ
っ
て
相
殺

し
え
た
。
限
ら
れ
た
地
方
で
叶
営
業
す
る
濁
立
合
祉
は
、
そ
れ
ゆ
え
一
般
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
勢
力
下
に
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

合
同
社
局
の
報
告
に
よ
れ
ば
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
最
近
一

0
年
間
終
始
原
油
コ
ス
ト
に
比
し
、
結
謝
的
に
も
相
調
的
に
も
精
油
慣
格
忌
引
上
げ
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h
T
揚
わ
な
か

」
し
七
が
っ
て
‘

ン
ダ

i
ド

て
(J) 

守
号
泣
こ
す
し

ぶ

L
4
3
4
づ午、色、翌一ー、

ほ
と
ん

r考
慮

註設設

日目し

む‘むる 戸「

s.:広 B
(f) 

? ・3 二虐
f'1ふE:
‘可吋ふ

てコ

∞ 

、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

」
討
に
よ
れ
V

れ

jL 

よ
っ
て
解
散
の
判
決
伝
受
け

こ
れ
に
よ
っ
て

い
て
機
能
や
瞭
け
て
い

ス
タ
ン
グ
i
ド
は
一
一
一
一
ニ
の
滴
立
A
W
駐

に

分

解

し

た

。

し

か

ら

、

こ

れ

ら

株

式

は

以

前

の

持

枠

合

致

在

支

配

し

-w 

に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
w

い
た
。
こ
れ
ら
株
主
は
火
な
る
科
諮
に
潤
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
持
続
心
鋭
敏
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
は
一
一
一
一
二
の
合

と
き
M

材
、
か
L
"の
利
潤
が
喪
失
す
る
こ
と
冶
熟
知
し
て
い
た
。
解
散
以
誌
の
各
会
枇
は
、
生
産
、
輪
議
、
精

娘
一
で
袈
わ
し
、
か
な
り
精
密
な
繰
必
引
い
て
い
た
。
「
解
散
の
判
決
は
こ
の
均
衡
や
乱
お
な
か
っ

々
と
っ
て
い
七
じ
‘
ま
た
解
散
以
前
と
混
一
様
な
方
法
と
地
域
に
お

時
間
工
業
に
競
争
殺
打
立
て
な
か
っ
た
。
あ
る
ス
タ
ン
ダ

i
ド
石
油

配
し
た
。
健
格
支
箆
は
十
尚
一
擦
に
は
影
響
さ
れ

で

あ

日

々

。

吋

m
W
3
2
乱

の

一-131

理
的
崎
地
方
で
機
能
し
2

特
殊
な

趣

W

ブ
ラ
イ
ン
部
門
に
お
い
て
も
も
解
散
説
誌
と
問
機
の
紋
謹
で
あ

報
告
〈
削

N
8
2門
0
3
2
3
子
宮
内
山
寸
話
口
名
門
河
内
伊
丹
目
。
ロ
c
m
M
U
ゑ
w

e

m

H

C

H

a

〉
は
も

野
で
み
り
寂
然
と
し
て
E

シ
シ
ヅ
ピ

i
東
部
の
市
場
じ
本
質
的
科
盆
や
え
て
い
ゅ
の
こ
必
殺
拾
摘
し

設
一
'

H
し
自
由
丘
町
吋

w
m
V同
凶
器
三
門
戸
長
)
戸
。
{
〉
同
対
応
山
口
き
ゲ
円
山
口
印
可
u
J
~
3
7
w・
3
・

一

句

・

山

∞

'

つ

ノY

イ

。0
5
5日出
a
c
p
の

ス
タ
ン
ダ

i
ド
石
油
、
グ
ル

i
プ
が
、
パ

4
7
Y
4
ン
分

M
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
石
一
術
事
業
の
集
中

鎌
同

註

ω
叩同
m
m司同ロ門同のロロ口
wu
口)円円山
-
w

匂

--Mm

し
か
し
な
が
ら
、
石
油
事
業
が
東
部
か
ら
西
部
に
移
行
す
ゐ
に
し
七
が
い
、
念
速
に
増
大
す
る
油
量
を
鹿
理
す
る
貯
戴
タ
ン
ク
、
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
に
劃
す
る
大
投
資
が
要
求
さ
れ
七
。
ま
た
新
資
本
が
こ
の
事
業
に
導
入
さ
れ
、
若
干
の
濁
立
合
祉
の
重
要
性
は
増
大
ら
に
。
こ
れ
と

同
時
に
.
ア
メ
リ
カ
石
油
事
業
に
占
め
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
支
配
的
地
位
に
も
饗
化
が
あ
っ
た
。
一
九
O
四
年
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
諸
命
日
祉
は
精

油
生
産
高
の
八
五
%
前
後
必
占
的
て
お
り
、
こ
の
割
合
は
一
九
一
一
年
の
解
散
の
と
き
ま
で
賀
質
的
に
維
持
さ
れ

K
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
二

一
年
末
原
油
鹿
理
能
力
日
産
二
百
万
バ
レ
ル
以
上
の
精
油
所
が
全
園
に
四
七
九
一
肢
も
存
在
し
た
。
こ
の
う
ち
僅
か
四
五
%
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

に
属
1
u
m
r

一
九
一
一
年
|
一
九
一
九
年
間
に
一
四
二
の
有
名
な
石
油
舎
祉
が
融
資
本
一
、
一
六
O
、
六
七
八
-
一
一
一
五
四
弗
そ
も
っ
て
設
立

さ
れ
た
。
こ
れ
は
同
期
間
に
お
け
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
増
加
の
二
倍
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
数
字
じ
蓮

註
ニ

し
士
。
し
か
し
、
こ
れ
を
騨
機
と
し
て
一
九
二
二
年
以
後
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
基
礎
そ
失
う
か
わ
り
に
、
会
酷
の
五
O
%

討=一

の
生
産
在
確
保
し
た
。
こ
の
割
合
は
爾
来
小
さ
な
盤
化
。
ぞ
も
っ
て
維
持
さ
れ
た
。
五
O
%
の
生
産
が
市
場
を
支
配
す
る
か
否
か
は
輸
送
部
門

に
お
け
る
扶
態
必
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
い
え
ば
い
一
九
O
四
年
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
る
原
油
金
惜
の
八
O
J

九
O
%
ぞ
轍
迭
し
て
い
七
も
の
が
一
九
二
O
年
に
は
〈
州
際
商
業
委
員
舎
に
よ
れ
ば
)
全
園
州
際
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
六
八
%
に
減
退
し
た
。

詳
閉

し
か
し
、
こ
の
割
合
は
一
九
二
六
年
ま
で
に
七
二
%
に
引
上
げ
ら
れ
た
の
で
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
支
配
的
地
位
は
維
持
さ
れ
た
。

一
九
二
六
年
に
ア
メ
リ
カ
石
油
事
業
に
二
O
の

E
大
合
枇
が
存
在
し
士
。
こ
れ
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
諸
舎
一
世
一
O
祉
と
澗
立
合
吐
一
O
枇
か

ら
成
っ
て
い
た
。
各
二
O
一
位
は
一
九
三
六
年
に
そ
れ
ぞ
れ
一
億
弗
以
上
の
資
本
治
投
下
し
た
。
六
O
憶
弗
ぞ
僅
か
に
下
廻
る
結
合
資
本
中
・

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
系
一
O
祉
は
六

0
・
五
%
を
占
め
て
い
に
。

HJHDlkFE2HSロ
]
U
2
5
-
2自
凶
ロ
仏
寸
吋
山
口
m
U
O
同
時
注
目
。
ロ
の
O

B
℃
富
山
『
(
前
記
猫

立
命
胃
枇
の
一
〉
が
、

2
8仏
m
E
O
日
目
。

0
5℃
山
口
可
。
内

HD岳
山
ロ
mw

に
よ
り
獲
得
さ
，
れ
元
の
で
、
こ
の
割
合
は
六
四
・
四
%
に
引
上
げ
ら
れ

h
。

ζ
れ
ら
豆
大
合
同
枇
聞
に
は
債
格
形
成
に
闘
し
)
な
ん
ら
か
の
形
式
的
協
定
は
存
在
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
原
油
慎
格
お
よ
び
精
油
債

格
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
グ
ル
ー
プ
の
主
導
躍
に
従
っ
て
い
七
ょ
う
で
あ
っ
た
。
連
邦
通
商
委
員
舎
は
一
九
二
O
年
に
「
今
日
債
格
の
主
導
権

. -132-



， 、

註
六

紘
一
一
般
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
各
敢
に
残
さ
れ
て
い
ゐ
ょ
う
で
あ
る
。

L

と
い
っ
て
い
七
σ

言主

ままぎ C官
会" 0..出 M ・
" uq 門的

四日「の
'0 >てコ 司 1 戸当 吋
?・.同昭島

誌、VJ ¥.}j ~ cr:さ
N N 伊鳴 い.:.... J::'. Iw必

.の'"o 
!=!ロ
同

}・

F吋F
cr 
~. 

0.. 

'0 

w 

明

y

数州問
註
六
分
散
さ

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の

九日
f

み
A

仙‘

〈

i

jL 

つ
ダ
の

あ
っ
た
。

油
の
僅
か
一

税同銀一コ門出
2
4
0
x
台。叫
M
4
3
m
H
3
日、ハ
Z
m
w
g
g
M
A
W
答
。
ち
一

閣
内
最
大
の
石
油
A
W駄
に
し
て
、
そ
の
社
界
的
覇
犠
怯
、
問
。
百
円
gmgMM
に
よ
っ
て
の

て
い
か
が
、
そ
の
設
題
内
お
よ
び
閣
外
の
殺
麗
合
一
粧
や
と
お
し

る

mJSH凶
《
凶
問
符
内
山

O
口
の
C
S
M
u
g
M一句

町
出
門
戸
同
戸
内

U
E
C
M吋の
C同
HMMVMM
白
河
色
沼
会
穏
な
器
σ吋

の
位
の
事
業
身
符
う
に
め
に
埠
加
合
致
た
る

mw慰
安
三
C
日
目
吉
山
ゆ
り
山
口
ぬ
の
0
・

ト
。
台
こ
の
持
株
品
約
紋
は
各
従
属
禽
祉
の
線
式
会
保
有
し
、
牧
緩
や

的

支

配

を

行

う

。

し

か

し

、

単

な

の

た

め

の

乎

段

で

は

な

い
(
そ
の

との
し学

内ー で qJ:
お O 改以一
五'上級上;九
U コしゃ)
Eρ n. も l:I:: 即時

ZFZ精定年
若夫襲す悶
込ドお、ゐ章t
C やよよは
口てトぴう籍
~ ，0/ 取に治
ヨ 引な用
~ ~のつ原
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7こ。

同
伶
怒
号
〉

閣
内
に
お
け

て
い
た
c
E
H
H
}
O
M
d
W
問
。
己
診
と
お
し
て
カ
ナ
ダ
の
石
油
事
業
の
主
援
部
分
h
q
支
配
し

〉
ぷ
払
O
S九
戸
川
口
母
校
内
凶

H
H
O
出
の

H
Nけ
日
山
叱
日

の
所
有
や
の

32mw-
記
♀
cお

お
し
て
保
設
さ
れ
て
い

近
年
薬
品

ま
た



e 

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
石
油
事
業
の
集
中
i

鎌
間

的

H
g
d
a
g
-
a
o
z
O
0
3
d℃
町
立

4

0吋
Z

O
乏

〈
O

芸

紐
育
.
ニ
ナ
l

イ
ン
-
グ
ラ
ン
ド
の
精
油
と
取
引
の
六
O
%
を
占
め
る
。
事
費
同
一
砿
は
ア
メ
リ
カ
精
製
生
産
物
の
最
大
の
取
引
者
で
あ
る
と

同
時
に
大
輸
出
業
者
で
あ
る
。
そ
の
後
重
要
な
生
産
合
枇
た
る
民
ω関口
o-E}UO可
C
H
2
5
お
よ
び
の
ゆ
ロ
自
由
ご
νm凶
作
同

O
H
O
Z
B
(加
州
)
在
買

牧
し
、
〈
仰
の
戸
回
目
。
日
目
。
Bum-ロ
可
ぞ
も
同
社
内
に
吸
牧
し
た
。

的富一
dn出向同「
a
o一
一
の

0
5方
自

4

0吋
一
コ
門
比
一
宮
話

中
阿
部
お
よ
び
ロ
ッ
キ
ー
に
お
け
る
最
大
の
取
引
者
で
あ
り
、
世
界
に
お
け
る
ガ
ソ
リ
ン
の
最
も
蹟
範
囲
な
生
産
者
と
い
わ
れ
る
。
‘
全
園

ガ
ソ
リ
ン
事
業
の
二
O
%
そ
占
め
る
。
/
一
九
二
六
年
メ
キ
シ
コ
、
グ
ェ
ネ
ゼ
ラ
の
忠
告
E
k
r

目
白
片
山
口
忠
母
o
-
2日
。
O
B宮
-Hd
の
約
八
O

%
か
}
所
有
し
に
。
一
九
三
O
年

ω山口の宮山吋の門戸門凶
0

0
口
出
回
の
F
Sげ
ぬ
の
。
日
開
出
品
と
m
出

R
S
F円
甲
山
宮
下
山
口
。
。
。
日
開
)
m
H

ロ
吋
の
閉
山
山
口
己
山
町

m
gロ門ぜ-邑〔リ門戸門凶
m
u
c
p
H
Y
H
R
F富山口
m
m百件
E
U
O
V山
口
ゅ
の
0
・
dq
形
成
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
同
社
は
テ
キ
サ
ス
か
ら
カ

カ
ン
サ
ス
シ
テ
ィ
か
ら
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
の
同
社
の
精
油
所
ま
で
の
パ
イ
プ
ラ
2

イ
ン
施
設
の
金
支
配
ぞ
え
た
。

持
分
在
買
入
れ
、

ン
サ
ス
シ
テ
ィ
ま
で
、
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的
片

9
3
a
m
a
o一
一
の

0
5℃
mw
コ可

O
吋
の
mw
一
言
。
「
コ
一
知

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
市
場
の
支
配
者
で
あ
る
。
一
九
二
ム
六
ハ
年
に
M

司思νW内

t
O
ア
メ
リ
カ
最
大
の
原
油
生
産
者
に
し
て
、
世
界
第
三
の
精
油
業
者
と
看
倣
さ
れ
て
い
る
。
メ
キ
シ
コ
、
コ
ロ
ム
ピ
ァ
、
グ
ェ
ネ
ゼ
ラ
、

ペ
ル
シ
ア
閣
に
相
官
の
保
有
を
有
す
る
。

可否一ユ
0
0
一一
m

言
内
悼
の
釦
ω
の
0
2芯
2
4

内
陸
油
田
の
最
式
の
原
油
購
買
者
お
よ
び
輪
選
者
で
あ
り
、
ま
、
大
重
要
な
石
油
生
産
者
で
あ
る
。
同
祉
の
精
油
関
係
は
小
工
場
の
み
で
あ

り
、
主
と
し
て
原
油
購
買
合
枇
で
あ
り
、
自
己
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
建
設
し
た
J

。
し
か
じ
、
そ
の
後
同
一
祉
の
取
引
先
が
自
己
の
石
油
在
職
註

す
る
こ
と
と
な
っ
た
結
果
、
大
取
引
先
沿
失
い
購
買
部
門
か
ら
引
退
沿
護
表
し
た
。
※

以
上
の
諸
曾
枇
は
、

ちぷ T
7.'ミ

一
九
一
↓
一
O
年
蛍
時
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
に
お
け
る
麗
化
は
明
ら
か
で
は
な
い
。



つ
護ダ
2 ..~こ
表一
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第
3
表

お
け
ゐ
五
大
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
終
駐
の
安
産
お
よ
び
純
所
持
身
事
同
年
の
五
大
議
立
業
者
の
そ
れ

よ
び
純
煎
韓
三
九
一
ニ

O
年〉

浮
き
(
S
E
O山
刊
の
O
添削〉きり『
c
m
z
m
W
4
4

ρ 

げ
向

ω州司
J
向
。
門
市
内

同
同
同
一
仏
山
知

HMm

の
と
は

0
5山知

霊安 ; 
つ
じ
七
一
百
鴻
弗

七
三

O

八
O

一

六
〕

O
一L人
、

プミ間五五七
台。八八プミ

i七踏ーニニ
百
万
弗

. .Iill鐙-
j滋万六六

六四五ー
苔
万
弗
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競
争
約
一
な
務
立
脅
枇
が
出
現
じ
)
ス
タ
ン
ダ

i
ド
丞
グ
ル
ー
プ
相
支
部
に
も
競
争
が
幾
分
総
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
)

は
じ
め
に
お
け
ら
精
油
部
門
の
五

O
%と
パ
イ
プ
ラ
4
ン
の
七

グ

トガ
円
p:> 
~. 

l-j 
~. 

o 
f圏、
己タ

!)l 
p 
p.. 

C 
器

五
六
機
対
A
W

同
枇
の
資
産
お
よ
び
純
附
得
〈
一
九

〈
刷
凶
川
内

C

日-

M
M
Z

旬。。山門

言
語
部
の
OGe

m
w
M
H
Mの
山
内
凶

W
N
U
C
ロm
O
}
志
向
弘
会
同

仲
山
伎
一
命
}
[
M
d
M
M

目。ロ

の
支
部
出
会
と
お
し

象主日

oe
…
八
・
四

一
五

山
円
五

ア
メ
ヲ
カ

九一一、一

0
年
代

お
い
て
占
め
る
ス
タ



ア
メ
ヨ
ヵ
に
お
け
る

ぽ》

鎌
悶

ン

ダ

l
ド
の

じ
な
か
っ
た
よ
う

o 

翻

協
定
は
改
正
さ
れ
、に
各
株
主
に
は
ト
ラ
ス
ト
誇
雰

Q
C
R

}
八
戸
二
年
毘
千
弗
の
資
本
丸
信
も
っ
て
糧
泊
所
設
綴
設
営
ゐ
ロ
ッ
ク
ブ
ナ
ア
!
の
禽
一
世
は
、

加
窓
口
密
主

C
ロ
の
C
H
U
一
審
ミ
C
内

ozo
と
な
っ
大
。
一
八
七
九
年
mw
窓
口
広
島
C

C
即
日
片
岡
滋
兵
役
結
成
し
、

部
材

4
1

万
弗
に
引
上
げ
ら
れ
た
。
仲
吉
田
芯
ま
が
金
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
各
殺
の
株
式
や
保
有
じ
、

こ
の
受
託
者
欝
切
。
母
仏
え
4

一，H
S
Z
2

各
株

は
百
万
弗

ゐ

}
八
八

は
こ
の
ト
ラ
ス
ト

九
人

そ
れ

が
交
問
刊
さ

れ
大
も
の
と
し
久
タ
ン
ダ

i
ド
金
総
識
を
支
配
し
た
。

設
切
り
臥
附

NGnwRaM2

ゆ

ぎ

-
H
U
S
M
g
n
w
o州
叩
同
日
時

f
M・ロ
-
h
g
z
Z
F
0・
w
-
r
E山
口
開
タ
湾
出
同

wq
戸
ぎ
ぬ
市
門
的

戸
以
-MV阿
国
間
】

R
M
M
Y
H昔
日
U
M
W
2酔
斉
唱
秀
忠

-

d

g

z

w

i

一
八
九
一
年
ト
ラ
ス
ト
は
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
、
八
四
の
ト
ラ
ス
ト
構
成
合
設
は
、
第
四
夜
に
一
抗
さ
れ
る
二

O
の
外
見
上
潤
立
の
脅
款
と
し

存
経
じ
た
。
ト
ラ
ス
ト
が
解
散
し
た
と
き
、
そ
の
構
成
金
一
就
が
一

O
年
以
前
に
有
し
て
い
た
七
千
万
弗
の
資
本
は
，
〕
憾
二
千
円
余
万
弗

に
増
加
し
て
い
た
。
さ
ら
に
費
~
段
ハ
抑
制
悦
資
本
懐
値
)
は
、
資
本
金
冶
豹
二
千
万
弗
紛
紛
議
し
て
い
た
。
ト
ラ
ス
ト
解
散
官
時
ロ
ッ
グ
ブ

ー
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ト
ラ
ス
ト
の
九
七
二
も
五

0
0持
分
中
二
五
J

ぺ
八
五
習
も
そ
探
有
し
て
い
た
。

一
八
九
二
年
ト
ラ
ス
ト
は
消
第
九
ぜ
余
議
な
く
さ
れ
た
が
‘
清
算
ト
ラ
ス
ト
と
し
て
引
績
き
十
任
務
し
代
。

え
丸
山
内
窓
口
号
河
川
広
三
ふ
と
ザ
ロ
と
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

}
八
九
六
年
末
じ
も
こ
の
扶
態
が
糠
い
た

主
よ
り
そ
の

む阿部
M1S帥
附

v
g
F

-136 

ア

九

オ
ハ
チ
才
間
が
こ
れ

そ
れ
は
常
時
清
算
の
紋
態
拐
S
Z

七
七
、
八
八
一
持
分
が
米
取
消
と
な
っ
て
お

り

あ
っ
た
。

は
引
毅
き
配
蛍
身
受
け
て
い
担
の
で
、

一
八

?
で
の
事
件
た
総
結
に
持
一
込
ん
記
。
そ



5
3
 

4
H
7
J
 

円

U
ハ

リ

円

JM
凡

u

n
リ

円

リ

円

U

円
U

円
U

A
け

V

凡

リ

ハ

リ

円

u
n
u
円
u

丹

》

円

U

円
U

予
M
n
u

∞∞
mw

∞
∞
∞
羽
∞
∞
到
ω

∞
∞
∞
∞
∞
∞
ω
m
w
m
w

，
，
‘
，

R

J

'

p

，，

z

，
3

・p

，
‘
，
，
，
3

a

宅，

円

υ
A
M
v
n
u
n
U
円

u
n
U
μ
hノ
ハ

u
n
u
o
C
円

U

円

u
n
U
J
円
U
A
U
凡川
V

H

V

円

υ

円

U

内
り

0
0
9
A
U
3
丹

ω
5
0
0
7・
円

υ

0

3

3

0
円

υ
丹

υ

0

0

3

0

0

0

O

F

0

4

0

0

2

0

5

0

ラ

0

0

0

0

5

5

.，，
2

多

''r
，
.2-'
ヲ
ヲ
争
委
，
p

，
，
，
P

ラ

F

O
う

現

1

5

5

1

3

2

5

2

1

1

0

7

3

3

ei

フ
-

-

i

6，913，639.49iJl: 
8，631，3l6.67 
7，941.，038.15 
1，547，055.16 
3，528，813.11 
2，014多Gラ3.91
2ラ，796，712.97

4，999，300.00 
707，067..00 
1，3ヲ6，760.00
8，260，378.。ミ
711，793.87 
i九279，0!8.28
3，021，654令お7
ρ38，518.61 
3，604，800.78 
14，983グ43.30
16，772，186.2雪
3，426矛014.72

187.41 

121，631，312.63 
，1102ぷ33，70:).00

トラスト解散'設時のスタンダー

餐

AngIかAmericanOil Co. 
AtlanticRefining Co. 
Buek日yePipe Line Co. 

Eur告)，<aPip告 LineC9・

F.or号stOiI Co. 
lndianaPip日LineCo.
National Transit Co. 
New York Transit .Co. 
North合rnPipe Line c仏
Northwes士記rnOhioNatonal Gas Co. 
OhioOil Co. 

Solar Refining Co. 

Southern Pipe Line Co. 

South Penn. Oil Co. 

St註nd詰rd.Oi1Co.， lndiana' 
I! Kentucky 

I! New.]ersey 

グ N邑胃 Yotk

グ Ohio

UnionTank Line CO. 

! Jifr 
有
者
は
勝
訴
し
fこ設
。ー
し
カ、

し

い
四
半
開
閉
経

や
勾
受
け
て
お
り
、
そ
の
た
め
d

に
大
な
ゐ
配
営

第4

む
会
社

Tarbell ， ibid.， vol 11， p. 374. 

て
い
た
。
他
方
、

の
一
株
は
ス
タ
ン
ダ

!
v
-
ト
ラ
ス
ト
の
一

七
持
一
分
に
催
し

τい
た
。
し
牝
が
っ
て
二
七

持
分
の
所
有
は
各
金
枇
の
一
一
株
の
端
数
株
3
C

交
怖
附
さ
れ
、
γ
ゐ
の
み
で
あ
9
.
こ
れ
ら
端
数

部
亦
に
は
挺
常
が
交
鶴
わ
れ
な
か
っ
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そ
こ
で
ト
ラ
ス
ト
誇
雰
品
川
街
地
検
は
配
瞥
を
縫

小
誇
務
保
有
者
は
mm一

な
治、

つ
ザ v
，~註

発
れ
て

ナ
i
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の

の
改
正

に
と
も
な
い
も
一
八
九
九
年
以
上
の
二

m
g
p一
念
乱
。
ロ
ハ
リ
O
H
H
H

℃
き
い
判
え
れ
と
は

C
E山
由
も
含
ま
れ
て
い
た
)

そ
の
安
本
金
は
…

一
拡
の
ほ
か
に
、
櫨

ω
五
0
…
絃
ハ
そ
の
な
か
に
一
党
本

2
H
C
O
S
H
滋
H
M吋

O
聞
記
g
q
M
O
H
喜
一
喝
な
ゐ
持
株
愈
吐
か
}
組
織
し
允
。

意
弗
、

奮
ト
ラ
ス
ト

経
済
経
研
究

百
万
弗
の

…
千
万
弗
〈
普
題
株

た
は
そ
の
引
機
允
る
知
加
盟
山

m
D
5
3仲申込

arm刊
也
容
目
。
に
暫
し
、

ス
タ
ン



/ 

ア
メ
ザ
カ
に
お
け
る
夜

mw
作

対

中

縁
日1

タ守

ム
J
l
こ
o

v
茸
J
J

こ
の
株
式
の
護
行
額
は
…
九
O
四
年
ム
ハ
同
月
九
七
、
四
阻
八
、
八
O
O弗
で
あ
れ
史
、
そ
の
市
場
標
値

討
さ

は
盤
時
六
回
三
巻
一
六
ニ

.
0
八
G
弗
で
あ
っ
化
。
株
主
設
は
一
八
九
九
年
に
約
三
、
五

0
0人
勺
あ
っ
た
が
、
そ
の
株
式
の
牛
数
以
上
は

取
締
役
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
お
り
も
そ
の
約
出
は
絞
汐
ク
ブ
エ
ラ

i
健
人
じ
よ
っ
て
所
有
さ
れ
た
。

m
w
銭
安
三
C
日
目
。
Q
H
P一
切
内
問
唱
え

Z
B

は

綿

禽

祉

と

し

て

，

し

、

そ

の

お

の

お

の

に

翠

績

の

mwmwMMハ
同
誌
仏

C
日
目
。

O
B℃
き
吋

一
一
の

。
巧せ
し
め
、
ま

涼
治
生
産
舎
一
蹴

閉
山

C
戸
け
日

M
M
ν
σ
H
M同
川
、

0
日

M
O
O
-

主
嬰
A
W
祉
と
し
て

も
の
が
め
つ

O
V

山。

。0・

州
市
。
付
金
山
門
(
〉
日
]
の

0
・

九、

ザ山内件目。
M
、
気
回
、
同
，
M
日

hw口
組
日
付
。
。

]
v
e
m
w
V日

p
o
c
o
-

H

し
山
口
お
の
0
・

古谷

13号

H
H
M円
山
山
戸

3
m
w

戸
山
口
ゅ
の
0
・

出
戸
時
開
w
w
m
w

精
油
、

Q2 ~ 
}.~咋

こ3 伐

をき:
p.一

。野
口昌z
::J 

')..J !;::l.・
乞J トJs m 
E2 
・

丈-d
O ο 伊れ

ド帥吋刑、 i 

♀ 容芝詩 E
旨芝診送怠
長言語会
，り 認ロ企
判片p;・

ミと でb七、

ド司

刻。
'" 

外
顕
舎
一
絞九百
mHC'九r
g
m
w
H山
の
お
ロ

C
0
・



さ
ら
に
，

一

九

は

浮

き

舎

町

内

川

♀
M
O
O
H
g℃
S
H
戸山『え
m
m
W
4
q
V
2
4

誌、

神
討
中
旬

の
ん
勝
一
杭
や
支
密
し
て
い
は
…
四
人
の
取
締
投
じ
よ
っ
て
、
奮
ト
ラ
ス
ト
と
問
問
機
に
経
管
さ
れ

六
ニ
品
開
枇
の
器
禁
忌
依
存
し
‘
外
観
聞
に
お
け

る
五

こ
の
新
し
い

言主

裁
制
判
所
の
判
決
線
的
は
「
ス
タ

γ
ダ
ー
ド
・
ト
ラ
ス
ト
は
漣
訟
の
級
戦
で
あ
り
、
そ
の
鐙
然
片
山
有
効
性
会
」
右
し
危
い
。
あ
ら
ゆ
る
お
的
に
と
今
無
効

殺

務

が

租

税

同

口

的

に

つ

い

一

¥

た

で

あ

ろ

う

Q

いハ吋部門一

Z
F
沙
問
弁
w
M
Y
N
U
J

と
い
う
に
'
あ
っ
た
。

、H
，
山
門
ぴ
由
日
ア
州
在
仏
3
M
M匂

a
N
3
1
3∞e

パ
イ
プ
ラ
イ

γ

側
ハ

saws-E昂
合
同
枇

に
七
つ
め
パ
イ
プ
ア
イ
シ
合
同
一
位
と
橋
治
徐
散
が
街
接
に
河
盟
を
絡
ん
で
い
た
。
内
一
宮
山
缶
詰
吋
L

U
山p
w
M
V
L
U
)

吋知吋ぴ出
MM・
口
UMm凶
J
H
V
'
ね

au
・

J

間同治

Z
U
ゑ
誌
は

mm
丸
山
曾
枇
一
志
、

、
市
場
倫
回
一
紋
六
、
天
然
ガ

え
F
り

註
六

ド吋
ni 'i'l 

Z 言
岱-

百七
0' 

知、 H ・
0.. 

III 
. きぴ

ρ ぃ
ω 訟
をψ
トー2
品

M
C
V
ロ
0
.
H
N
o
n
wえ
念
日
夕
刻
印
山
阿
佐

g
m
c奈
良
凸
出
向
ク

問
。
ロ
ミ
〕
戸
盟
国
柄
刊
誌
ゆ
M
Oげ
2

ロ九戸門岳山
t
o
s
w
m叩
HMHM
刊
戸

m
C
M
3
3・
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コ雪

国

ベ
ドh
o 
吋
0.. 

K巧
をー三

指
::J 
W 

心

主語
部
吋

b> (J)， 
ト判 :;:r 

喜界
再 c
0' 
の同
d 段
‘q 山

際戸
岱
吋'u
t;'吋

g 喜
由、.
由

t母、・
岳斗
::J 

り F
0.. 

T;I o' a丘
町
炉内
昨

日

ぞ診
ト全

<-; 
同

O 
同

M ・
〈
作
ドi

iIl 

匂
首
気<:
::J 
印

-
『

3
3
2諮
問
m
r
M
m
g
M叩
叩
帥

jL 

ω門川
同
村

M
a
m
w時

3

0
日-

。
附
以
内
ヨ
ミ
百
円
槌
内
々
は
僻
散
命
命
ぜ

の
一
二
三
会
社

し
か
し
な
が
ら
、

。。S
H
M
内HHMM
唱え
Z

O
認
可
同
盟
主
に
は
九
八

〕
一
一
一
合
一
献
は
以
前
の
持
株
台
枇
h
q
交
際
し
た
と
日
間
一
の

に
よ
っ
て
所
有
さ
れ

解
散
の
際
、

mw仲
MW同
ぜ
仏

mw円
内
凶
(
)
同
一
日

三
株
が
存
犯
し
た
が
、
こ
の
う
ち
必
数
稔
や
所
有
す
る
ち
の

の
ご
と
く
で
あ
っ

3
・
mocF拘
丸
合
同
日
刊
吋

二
関
閥
、
山
一
九
株

ぞ3 、C
::r 
d 日
岳

民
俗 争てコ
円時
t;" ω 
ロ;:1:g 
'" 

五
一
、
七
七
八

川
県

絞
泌
総
統
佼



プ
メ
ヲ
カ
に
お
け
る
お
品
開
W
併
殺
の
薬
中

‘' 

銭安
m 

出，

Hmm出
M
m
w
M
q

巧;凶t::
E5 包
品

器開
同議
o ち

EL g 
m.戸、
兵書官
1F枇
守長
'-./ 

五
、
問
問

一
回
、
九
六
四

九
七
間

一
四
、
総
七
一

の
め
三
富
山
差
出
自
尽
き
切
。
号
円
山
〈
ロ
ッ
ク
ア

名

1886 

1806 

1882 

護士

Atlantic Refining Co. 

Borne Scrymser Co. 

1きuck告yePipe Line' Co. 

Ch日日記brough;tIianuf持cturingCo. 

Continental Oil Co. 

Cresc日ntPipe Line Co. 

Cなmber・landPip邑 LineCo. 

Eur・邑1王註 Pipe Line Co， 

Galen説。ilCo. 
Indiana Pipe Line Co. 

National Transit Co. of N巴wYork

North桂rnPipe Lin合 Co.

Ohio Oil Co. 

Prairie Oil & G註sCo. 

Solar RefiningCo. 

Southern PIpe Line Co‘ 

South Penn. Oil Co. 

South West Pennsylvania Pipe Lin'es 

St品ndardoil Co. of California 

グ lndian註

K昌nsas

Kenれlcky

fI N日:braska

f/' New York 

1870 Th位以註nd訂正1Oil Co.くOhio)

1891 Swan & Finch Co. 

18亨l'Union Tank Line Co. 

1887. Washington Oil Co. 

1906 Vacuum Oil Co. 

W正式母rsPi位rceOil Co. 
Anglo-American Oi1 Co. 

急電

重量

グ

グ

第 5袋

綴立
年度

1870 

1893 

1886 

1880 

1913 

1891 

1901 

18ヲ0

1901 

18ヲi

1892 

。ノ
Q
U
 

O
O
 

ス
タ
ン
ダ

i
ド
・
グ
ル
ー
プ
は
相
五
に
山
側
諸
に
機
能
し
て
い
に
こ
と
は
す
で

1889 

1886 

180ヲ

1889 

1892 

1900 

¥886 

18ヲ。
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ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
…
殺
の
保
有
の
大
部
分
は

/、

年‘ベ
昔て すこ
で}ど

、ろ

そで
のあ
子ゐ
供。

なそ
かの

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
支
密
機
構
に
畿
化
が
ぬ
っ
た
。

夕、、

下、

ラ

1
財
閥
に
譲
り
渡
さ
れ

の
最
大
の
抹
主
と
な
っ
た
が
‘
議
決
機
関
株
式
の
各
敢
に
お
け
る
保
有
様
は
二
一
一
一
・
一
戸
広
か
ら
一

0
・
六
%
に
す
ぎ

T
7
1
財

舗

の

保

有

線

は

回

数

の

二

一

ニ

・

七

売

か

そ

の

他

の

指

導

者

の

林

式

の

分

散

ん
づ
く
官
ツ
ク
ブ
ェ
ラ

i

一
世
お
よ
び
多
く
の
ロ
ッ
・
ク
ブ

ロ
ッ
ク
ア
士
ア
!
ニ
世
は
、

か
く
て
.

あ
っ

ス
タ
ン



は
さ
ら
に
大
で
あ

て、

ス
タ
ン

分
散
さ
れ
に
株
式
は
今
一
舗
の
株
式
市
柄
引
焼
、
従
業
者
持
株
鱗
壌
、
対
姥
の
清
算
ぞ
と
お
し

ド
は
従
来
の
語
学
敷
支
配
か
ら
少
数
波
文
問
に
移
一
げ
し
た
。

た
だ
し
苦
i
ブ
マ
ジ
は
一
日
二

一註bLih
 

路
拡

州、山氏

g部
M
M
P

担
-
印
・

0・
州

w
m
w
-
u
N
2
t
l
M
M
U

悶・出・

0
・
閉
山
・
お
仇
よ
り

ω四
回
開
即
時
出
岡
弘
め
広
目
的
円
以
♂
山

σ山
仏
ニ

H
Y
向
い
山
ア

の
配
常
は

の
ご
と
し
。

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
到
達
し
た
縞
占
に
よ
っ
て
か
ち
え

一
八
七
一
一

/¥ 
一
八
七
七
年

一L
レ
U
1
Aト
r

F
-
r〆
J

ノ
λ

八
八
O
年

/伸、、

一
月
の
第
一
月
曜
日
に
診
る
年
度
)

で
あ
つ
に
G

伝
わ
か
ら

れ
丈
。

カ、

く

(
資
本
金

mm
七
、
六
一

O
弗

心
増
加
)

五
八
、
ム
ハ

O
五

五
一
題
、
一
一

で
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

一郎

五
万
弗
の

い
増
加
は
、
ス
タ
ン
グ

i
ド
が
輪
出
債
格
の
や
行
っ
た
年
援
で
あ
り
、
一
一
一
百
五

O
万
絡
の
資
本
で
約
三
百
ニ

つ
t
?
一
八
七
九
年
は
金
蕗
精
治
能
力
の

9
/泌
ぞ
結
集
し
て
、
波
地
ト
ラ
ズ
ト
お
年
で
あ
っ
た
。
「
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
が
こ
れ
ら
の
多
額
沿
え
っ
L
あ

っ

た

間

に

‘

か

れ

ら

の

財

燦

が

誠

標

し

た

の

そ

し

て

か

れ

ら

の

お

治

一
八
七
七
年
の

級
協
例
感
研
究

i守

'iJ、
ら

J
ソ
州
W
M
1
U
ぬ円
H
V

同
日
)
山
門
戸

w

同
)
・

H
U

・
8()
よ
り

五
G
つ

八

五

一
一
一
、
ニ
閉
八
、
六
五

G
・0
…

八
七
五
、

O
G
O

。‘一五五
合 O

O 
O 
O 



?
ノ
メ
リ
f

カ
に
お
け
る
お
ぬ
務
総
の
集
中

緩
慢

w

}

、

》
守
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
に
賓
格
に
よ
切
で
一

で
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
科
期
間
獲
得
蹴
識
は
第
六
表
の
ご
と

と

l念、
』、

っ
く
さ
あれ
ったp
fこ。竺
。しー

ア

ス

定の
の僚
改 f蕗
工区は
さそ
れれ
にや
集
八持
八 iノ
ニ貯
年臓
かす
らる

14.1 九

16.41 0 

スタンダ四ドの院議および手IJ潤第6薮
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

11，231 

7，778 

8，382 

15，350 

14，026 

12，757 

14，84事

19，131 

16，331 

19，174 

u∞!!久457I 
12.00! 1久544

17.00 i 24，078 

31.00 Iκ077 

33.α) 1 47，443 

30.0ヨI47，443 

33.00 1 47，443 

48.00 1 55，50ピ
48.00 I 52，291 

45.00 I 64，613 

44.00 1 81，お6

36.00 161多570

4ヨ.001 57，45ヲ

40.00 1 83，122 

1882 I 71宅i

118831 71:730 1 4，2681 
1884171 ，230 1 4，288 

j i呂田 171，2301 7香479
I 18861 7.3，355 1 7，226 

1887190，187 i 8，463 

18881 90スヲ3i 10，236 
18891 90，3終 10，620

1890 I 96，941 ; 1l，，2ぬ
.18ヲ1Iヲ7，219r II ，648 
18921 97，250 1 11 ，874 

97，250 1 11，670 

97，2ラ0111，670 
18951 97，250 

1896: 9i，250 i 30，147 

1897197，250132，0ヲ2

18ヲ8197，25.3， 129，175 
18抑 197，2ぬ 132，092 

i列。lm，448j4ふる，91
i災11! 97，448 i 46，775 

1902197，4481仰 51

1903 i 97，448 1.42，877 
98，338 I 35，188 

98，338 I 3ヲ，33ラ

98，338 1 3ヲ，335

1893 
六
年
の
間
関
に
五
間
八
、
昭
一
一
二
ハ
‘
間
四

あ
号
、
年
一
や
均

…
九
O
六
年
に
絡
ゐ
…

0
年
諮
の
鹿
雷
は

一
千
均
し
て
二
一
九
・

の
利
潤
は
枠
ふ
中
川
に
分
配
さ

に
建
し
、
翌
雷
々
結
え
ゐ
こ
と
震
に
二
九
の
、
…
…
一
山
一
七
，
一
一
一
一
一

。
、
夫
九
八
弗
で
あ
っ
こ
れ
に
一
八
八
一
一
年
以
来
追
加
投
愛
さ
れ
た
額
身
加
算
す
る
と
，

八
八
二
年
;
一
九
O
六
年
間
の
総
純
牧
訴
は
パ

で
あ
っ
た
。

Jori忠告， ibid.， p. 88 
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の
程
宮
そ
支

あ
っ
た
。
さ
ら
に
大
部
分

、
七
八
一
一
一
.
七
八

一
八
八

お
け
ゐ
費
震
の
詳
佼
慌
値
は
五
五
、
七
一

九

O
Jハ
年
に
は
六
九
、
。
…
一
拐
、
四
八



註
ニ

O
弗
に
達
し
て
い
に
。
こ
の
超
過
憤
値
は
剰
余
牧
盆
(
存
期
l
四
四
時
)
の
再
投
資
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
に
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
各
社
の
歌
態
に

aq 

つ

い

て

は

、

一

八

九

六

年

の

綿

合

貸

借

封

照

表

が

あ

る

。

(

第

八

表

〉

一

こ
の
時
期
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
の
利
潤
の
増
大
に
闘
し
、
合
祉
局
(
同

8
0民
O
D
F
O
]
V
σ
可

o-2日
宮
門
古
田
司
官
立
国
)
は
「
圏
内
泊
費
者

は
石
油
猫
占
に
法
外
な
貢
納
を
支
梯
わ
さ
れ
て
い
た
。
」
と
述
べ

τい
た
。

さ
ら
に
、
解
散
後
の
ス
タ
ン
ダ

1
午
・
グ
ル
ー
プ
現
金
配
営
は
つ
ぎ
の
第
七
表
ご
と
し
。

ぽ

'
n
u

一

・
4

q

J

一

一

円

て

邦

ル
一
一
一
泌
幻
日
N

B

M

門
m
刀
日
M

M

刀

臼

究

開

行

げ

旧

白

巧

悦

u
m
n
山
日
一
切
一

タ
ロ
一

J

9

J

J

J

o

グ
F

A

J

J

Aい
q
v
'
9

ス
ス
B

J

'

一
一

池

山

一

出

の

ぬ

mm
幻
阿
川
∞

n
m刀
川

門

市

況

旬

究

幻

m
m山
阿
部
一
引
一
一
b

-
3

一6
6

7

6

3
に
ノ

3

4

0

2

7

9

4

9

6

4

6

7

6

F

O

一:

、

一

6

9

8

3

円
町
内
入
札
弘
久
久
久
久

3

九
九

2

7寸

7

1

一
+
一
p

-

一

B
d
u
l
l
0
5
5
3
2
1
1
0
0
9
9
6
6
0
5
一呂一

-曲目一

2

2

2

2

2

1

-

1

1

1

1

1

1

1

1

一
ぷ
一
泊

ダ

回

一

、

一

、

一

2

一治

J
ン

金

一

一

I

hm
現

一

、

.

-

K

ス

の

一

一

一

同

一

a

元

一

3

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

9

8

7

6

5

4

3

2

一
L

議

必

一

q
J
弓

4

7
』

門

4
7
-
η
4

つん

q
J
-
q
L
q乙
つ

ら

f
』

'
I
1
A
1
4
7
A
7
A
T
A
f
A

T
U

一

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
円

9

9

9

9

9

9

円

第

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
グ
ル
ー
プ
は
利
潤
A

の
獲
得
に
あ
に

っ
て
、
解
散
後
も
依
然
と
し
て
協
調
的
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
は
、
諸
合
同
祉
の
以
上
の
ご
と
き
配
雷
の
累
年
的

増
加
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
る
。
こ
の
期
間
は
、
ガ
ソ
リ
ン

-143-

の
需
要
が
飛
躍
的
に
増
加
し
土
期
間
で
あ
っ
仁
。

一
一
年
か
ら
一
九
二
八
年
の
一
七
年
間
に
ス
、
タ
シ
ダ

l 九

ド
・
グ
ル
ー
プ
ル
一
構
成
す
る
各
舎
一
肢
の
配
営
の
み
に
約

三
五
億
弗
(
三
、
四
六
一
二
、
六
一
七
、
二
一
七
弗
)
、

/
 

年
平
均
二
億
弗
以
上
在
支
掛
っ
た
。
一
八
八
三
年
|
一
九
O
六
年
の
二
四
年
間
の
平
均
は
こ
の
約

1
/刊
に
す
ぎ
な
か
っ
た
・
。
こ
の
三
五
億

訂
問

弗
は
現
金
配
営
に
二
、

O
一
二
、
七
二
八
、
四
二
二
弗
、
株
式
配
首
に
一
、
四
五

O
、
八
八
市
ハ
.
七
九
五
弗
で
あ
っ
た
。

以
上
に
よ
っ
て
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
利
潤
は
莫
大
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
一
九
O
六
年
に
格
る
一

0
年
間
に
利
潤
は
年
子
均
約
六

千
万
弗
で
あ
つ
に
。
し
か
る
に
、
配
宮
は
年
平
均
約
四
千
万
弗
で
あ
っ
た
。
こ
の
期
間
に
お
け
る
石
油
事
業
へ
の
追
加
投
資
に
封
し
て
は
、
二

千
万
弗
の
配
首
せ
ざ
る
利
潤
そ
も
っ
て
充
分
で
あ
っ
七
。
配
蛍
の
け
は
は
ロ
ッ
ク
プ
エ
三

l
の
手
に
.
残
り
の
う
ち
の
約
九

O
%は
小
教
の
タ

絞
済
問
中
研
究

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
家
族
4

の
手
に
蹄
し
に
。
こ
の
英
大
な
額
は
投
資
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
も
石
油
事
業
は
そ
れ
ぞ
需
要
し



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
石
油
事
業
の
集
中

弱t
周

1，896年12月31日

名 目 負 債

負 債|純債値| 資本金|剃余または不足[純債依

8，997，759.6すH1 7，991，619.6祁7 2，53つ，666.6砧6 ラ，46〕，953.031l1| 

357，.691 .56 11，159，694.91 5，00Cl，00 J.O。6，159，694.91 
302，998.58 12，849，628.13 i 10，00J， )00.00 i 2，849，628.13 

352，，32).9J 6，187，827.771 5，∞O，O(:lJ.OO I 1，187，827.77 

198，645.38 4.838.2完封印叶…
7，821.8) 3，2)6，986.11 1 I，O))，O.)).OO! 2，206，986'.11 

23，296，866.66 26，032，543.39 I 25 ， 455~2J).00 I 577，343.391 
202，139.33 6，829，499.021 . 5，0)0，000.001 1，829，499.02 

44;161.69 1，178，(5)6.42 1，000，000.00 178，6つ6.42

.11，384.76 311，775.28 1，967，1O).OCl 1，655，324.72 

326 ， 923 .4~ 4，816，089.18 . 2，00)，0.'∞.00 2，816，089.18 

298，137.91 1，563，034.55 日0)，0Clヨ.00 1，0札制男|

66，929.31 3，534，620.54 5，0)0，00).00 1，46ラ，379.46

1;，278，580.96 11 ，758，0)2.3) 2，50) ，00) .0) 9，2ラ8，002.30

3，372，518.91 4，65)，508.22 1，000，00).0) 3，650，5J8.22 

49，835.90 4，661，15ラ.17 1，000，00).00 3，661，155.17 
B 

2，396，6ヨ7.81 16，937，116.02 iO，oOO，OOO.OO 6，937，116.02 

48，919，899.34 12，859，93) .87 7，000，00).0。5，859，930.87 ー

1，013，373.13 2，9)4，914.78 3，500，000.00 595，085.22 

11，6ラ3.38 2，944，5J5.01 3，500，000.0。 555，494.99 
、 . 

r 

91，5)6，250.35 

147，216，264.65 

一98，452，966.661. 
48，763，297.99 

¥ 

147，216，264.65 

4，135.25 

147，220，399.90 
'γ 

¥144一

Tarbe11， ibid.， vol. 11， pp. 390-391. 

表照酎イ昔貨.6、CI 車患



第 8 ンダ叫ド石油の

燦総
論
終
的
学
研
究
Anglo‘American Oilζ:0. 

Atlantic Refin!ng Co. 

Buck日yePipe. Line Co. 

Eur巴ka.PipeLi混合 Co.

For告書tOil Company 

Indian証 Pip白 LineCo. 

Na七ionalTransit Co. 

New Y ork Transit Co. 

Northern Pite Line'Co: 

N..W. Ohio N詞t.Gas. Co. 

Ohio Oil Co. 

Sol，ぇrRefining Co: 
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1，860，334.多安

63ヲ，001.65
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583，.766.46: 1，222，768..11 
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3，105，001引いiり 25.181久帆027.13
474，352.8314，236，638.241 4，710グヲ1.07

九469，277.44113，864望446.39!1久333，723.83

%弘，822，胤9汚51戸61叱61;7んυ，戸7抑
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ヱ 主込 書!ij
畑 g、

ーと の イ出 資

習を 議2 N~号、

ぬ f資L巴Sき Actu設ILi品bilities

糸n' f~を綴

ヨ気

米

資本およ ff
その他。スダン

スト資産

線、 お1

-145 • 



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
お
検
事
業
?

弘、、。

J
'
'
h
}
υ

‘
 

け
れ
ば
な
ら
な

そ

あ
ら
ゆ
る
胃
除
に
聾
し
て
充
分
な
機
儀
金
ず
存
在
す
ゅ
の
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
仰
の
事
業
部
門

な
か
で
顕
著
な
例
は
織
滋
で
あ
っ
記
。
畿
道
は
会
工
業
の
依
存
す
ゐ
部
門
で
あ
り
も
ま
た
石
議
生
際
物
の
大
崎
費
者
で

、

歩

安

初

、

紀
の
は
じ
め
、
ス
ダ
ン
ダ

l
ド
の
取
締
役
試
金
園
の
大
織
諮
の
取
締
役
と
な
っ
て
い
わ
。
な
お
こ
の
韓
保
は
燃
え
げ
ロ
色
。
伊
丹
可
凶
凶
器
山
内

a

び
局
内
w
d
者
同
C
円
貯
金
々
皆
川
山
総
建
ぎ
ロ
の
同
問
問
泌
総
織
内
凶
日
正
弘
吉
丸
山
内
出
片
山
C
H
M
加
、
鋼
工
業
初
出
掛
鋼
業
帯
電
球
、
ガ
…
ス
事
業
等
、
い
い
も
わ
た
っ
て
い
た
。

JF吋叫
u
o
F
E
E
-
u
u
-
M一)
明

y

e

¥

¥
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